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★第1号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（ウイルス (ワクチンを除く) ） コウモク		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		エボラウイルス属の全てのウイルス ／ ガナリトウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		4		△第一号に該当する貨物の ダイ イチ ゴウ

				第一号 ダイ イチゴウ		クリミア･コンゴ出血熱ウイルス ／ サビアウイルス ／ チャパレウイルス ／						　設計または製造するために セッケイ

						ニパウイルス ／ ヘンドラウイルス ／ マチュポウイルス ／ ラッサウイルス 						　設計したプログラム セッケイ

						アフリカ馬疫ウイルス ／ アフリカ豚コレラウイルス ／ アンデスウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		3

						黄熱ウイルス ／ オムスク出血熱ウイルス ／ キャサヌール森林病ウイルス ／						●第一号に該当する貨物の ダイ イチ ゴウ

						牛疫ウイルス ／ 口蹄疫ウイルス ／ SARSコロナウイルス ／ 小反芻獣疫ウイルス ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						シンノンブレウイルス ／ 西部ウマ脳炎ウイルス ／ セントルイス脳炎ウイルス ／

						ソウルウイルス ／ ダニ媒介脳炎ウイルス (極東型に限る) ／ チクングニアウイルス ／						●上記プログラムの ジョウキ

						跳躍病ウイルス ／ 痘瘡ウイルス ／ 東部ウマ脳炎ウイルス ／ ハンタンウイルス ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						豚コレラウイルス ／ ベネズエラウマ脳炎ウイルス ／ ポワッサンウイルス ／

						マレー渓谷脳炎ウイルス ／ ラグナネグラウイルス ／ ランピースキン病ウイルス ／

						リッサウイルス属のウイルス (狂犬病ウイルスを含む) ／ リフトバレー熱ウイルス ／

						リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス

						サル痘ウイルス ／ 水胞性口炎ウイルス ／ 日本脳炎ウイルス ／ 豚水胞病ウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		2

						豚テシオウイルス ／ 豚ヘルペスウイルス-1 ／ フニンウイルス ／ ヤギ痘ウイルス ／

						羊痘ウイルス

						オロポーチウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし キテイ

						高病原性鳥インフルエンザウイルス (H5またはH7のH抗原を有するものに限る) ／

						再構成1918年インフルエンザウイルス ／ テュクロウイルス ／

						ドブラバーベルグレドウイルス ／ ニューカッスル病ウイルス ／

						ブルータングウイルス ／マールブルグウイルス属の全てのウイルス／

						ルヨウイルス ／ ロシオウイルス

						アンデアン･ポテト･ラテント･ウイルス ／ ポテト･スピンドル･チュバー･ウィロイド		植物 ショクブツ		規定なし キテイ



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第2号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（細菌 (ワクチンを除く) ） コウモク サイキン		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		ウシ流産菌 ／ 牛肺疫菌 (小コロニー型) ／ コクシエラ属バーネッティイ ／		ヒト･動物 ドウブツ		3		△第二号に該当する貨物の ダイ ニ ゴウ

				第二号 ダイ ニ ゴウ		チフス菌 ／ 発疹チフスリケッチア ／ 鼻疽菌 ／ ブタ流産菌 ／ ペスト菌 ／						　設計または製造するために セッケイ

						マルタ熱菌 ／ 野兎病菌 ／ 類鼻疽菌						　設計したプログラム セッケイ

						アルゲンチネンス菌 (ボツリヌス神経毒素産生株に限る) ／		ヒト･動物 ドウブツ		2

						ウェルシュ菌 (イプシロン毒素産生型のものに限る) ／ オウム病クラミジア ／						●第二号に該当する貨物の ダイ ニ ゴウ

						コレラ菌 ／ 志賀赤痢菌 ／ 炭疽菌 ／ ボツリヌス菌 ／ 山羊伝染性胸膜肺炎菌F38株						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						腸管出血性大腸菌 (血清型O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145およびO157) ／		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし キテイ

						バラチ菌 (ボツリヌス神経毒素産生株に限る) ／						●上記プログラムの ジョウキ

						ブチリカム菌 (ボツリヌス神経毒素産生株に限る)						　設計または製造に係る技術



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第3号, 第4号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（毒素 (免疫毒素を除く) ） コウモク ドクソ メンエキ ドクソ		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		アフラトキシン ／ アブリン ／		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし		△第三号に該当する貨物の ダイ サン ゴウ

				第三号 ダイ サン ゴウ		ウェルシュ菌毒素 (α, β1, β2, εまたはιの毒素に限る) ／ HT-2トキシン ／						　（第四号に該当する貨物の） ダイ ヨンゴウ ガイトウ カモツ

						黄色ブドウ球菌毒素 (腸管毒素, α毒素および毒素性ショック症候群毒素) ／						　設計または製造するために セッケイ

						コノトキシン ／ コレラ毒素 ／ 志賀毒素 ／ ジアセトキシスシルペノール ／						　設計したプログラム セッケイ

						T-2トキシン ／ テトロドトキシン ／ ビスカミン ／ ボツリヌス毒素 ／

						ボルケンシン ／ ミクロシスチン ／ モデシン						●第三号に該当する貨物の

				項番 コウバン		項目 コウモク		感染対象 カンセン タイショウ		クラス		　（第四号に該当する貨物の） ダイ ヨンゴウ ガイトウ カモツ

				1項		前号に該当するもののサブユニット ゼンゴウ ガイトウ		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし		　設計または製造に係る技術

				第四号 ヨン

												●上記プログラムの

												　設計または製造に係る技術



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第5号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（細菌または菌類） コウモク サイキン キンルイ		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		コクシジオイデス･イミチス ／ コクシジオイデス･ポサダシ		ヒト･動物 ドウブツ		3		△第五号に該当する貨物の ダイ ゴ ゴウ

				第五号 ダイ ゴ ゴウ		クラビバクター･ミシガネンシス亜種セペドニカス ／		植物 ショクブツ		規定なし キテイ		　設計または製造するために セッケイ

						コクリオボールス･ミヤベアヌス ／ コレトトリクム･カーハワイ ／						　設計したプログラム セッケイ

						ザンオモナス･アクソノポディス･パソバー･シトリ ／

						ザントモナス･アルビリネアンス ／ ザントモナス･オリゼ･パソバー･オリゼ ／						●第五号に該当する貨物の ダイ ゴ ゴウ

						シンキトリウム･エンドビオチクム ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						スクレロフトラ･ライシアエ･バラエティー･ゼアエ ／ セカフォラ･ソラニ ／

						チレチア･インディカ ／						●上記プログラムの ジョウキ

						プクシニア･グラミニス種グラミニス･バラエティー･グラミニス ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						プクシニア･ストリイフォルミス ／ ペロノスクレロスポラ･フィリピネンシス ／

						マグナポルテ･オリゼ ／ ミクロシクルス･ウレイ ／

						ラルストニア･ソラナセアルム･レース3および次亜種2



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第6号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目 コウモク		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		遺伝子を改変した生物 (意図的な分子操作によって核酸の塩基配列を生成し, または						△第六号に該当する貨物の ダイ ロク ゴウ

				第六号 ダイ ロク ゴウ		改変されたものを含む) であってつぎのいずれかを有するものまたは						　設計または製造するために セッケイ

						遺伝要素 (染色体, ゲノム, プラスミド, トランスポゾン, ベクターおよび						　設計したプログラム セッケイ

						復元可能な核酸断片を含む不活性化された組織体を含む) であって

						つぎのいずれかの塩基配列を有するもの						●第六号に該当する貨物の ダイ ロク ゴウ

						イ　第一号に該当する遺伝子		ヒト･動物		規定無し		　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

								植物

						ロ　第二号または前号に該当する遺伝子のうち,		ヒト･動物		規定無し		●上記プログラムの ジョウキ

						　　人, 動物もしくは植物の健康に重大な危害を与えるもの (転写または翻訳した		植物				　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						　　生産物を通じて危害を与えるものを含む) または

						　　病原性を付与若しくは増強することができるもの (血清型O26, O45, O103, O104,

						　　O111, O121, O145, O157その他の志賀毒素を産生する血清型をもつ

						　　大腸菌の核酸の塩基配列 (志賀毒素またはそのサブユニットの遺伝要素を

						　　もつものに限る) を有するもの以外のものを除く)

						ハ　第三号または第四号に該当するもの ダイ サン ゴウ ダイ ヨン ゴウ ガイトウ		ヒト･動物		規定無し



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





原(第１号-第6号)

		貨物等省令　第2条の2　第1項		和名 ワメイ		英名 エイメイ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		第一号
ウイルス
（ワクチンを除く）		アフリカ馬疫ウイルス		African horse sickness virus		人・動物		3

				アフリカ豚コレラウイルス		African swine fever virus		人・動物		3

				アンデアン・ポテト・ラテント・ウイルス		Andean potato latent virus (Potato Andean latent tymovirus)		植物 ショクブツ		-

				アンデスウイルス		Andes virus		人・動物		3

				エボラウイルス属の全てのウイルス		Ebolavirus: all members of the Ebolavirus genus		人・動物		4

				黄熱ウイルス		Yellow fever virus		人・動物		3

				オムスク出血熱ウイルス		Omsk hemorrhagic fever virus		人・動物		3

				オロポーチウイルス		Oropouche virus		人・動物		-

				ガナリトウイルス		Guanarito virus		人・動物		4

				キャサヌール森林病ウイルス		Kyasanur Forest disease virus		人・動物		3

				牛疫ウイルス		Rinderpest virus		人・動物		3

				クリミア・コンゴ出血熱ウイルス		Crimean-Congo hemorrhagic fever virus		人・動物		4

				口蹄疫ウイルス		Foot-and-mouth disease virus		人・動物		3

				高病原性鳥インフルエンザウイルス（Ｈ五又はＨ七のＨ抗原を有するものに限る。）		Avian influenza virus		人・動物		-

				ＳＡＲＳコロナウイルス		Severe acute respriratory syndrome-related coronavirus (SARS-related coronavirus)		人・動物		3

				再構成１９１８年インフルエンザウイルス		Reconstructed 1918 influenza virus		人・動物		-

				サビアウイルス		Sabia virus		人・動物		4

				サル痘ウイルス		Monkeypox virus		人・動物		2

				小反芻獣疫ウイルス		Peste-des-petits ruminants virus		人・動物		3

				シンノンブレウイルス		Sin Nombre virus		人・動物		3

				水胞性口炎ウイルス		Vesicular stomatitis virus		人・動物		2

				西部ウマ脳炎ウイルス		Western equine encephalitis virus		人・動物		3

				セントルイス脳炎ウイルス		St. Louis encephalitis virus		人・動物		3

				ソウルウイルス		Seoul virus		人・動物		3

				ダニ媒介脳炎ウイルス（極東型に限る。）		Tick-borne encephalitis virus (Far Eastern subtype)		人・動物		3

				チクングニアウイルス		Chikungunya virus		人・動物		3

				チャパレウイルス		Chapare virus		人・動物		4

				跳躍病ウイルス		Louping ill virus		人・動物		3

				テュクロウイルス		Choclo virus		人・動物		-

				痘瘡ウイルス		Variola virus		人・動物		3

				東部ウマ脳炎ウイルス		Eastern equine ensephalitis virus		人・動物		3

				ドブラバーベルグレドウイルス		Dobrava-Belgrade virus		人・動物		-

				ニパウイルス		Nipah virus		人・動物		4

				日本脳炎ウイルス		Japanese encephalitis virus		人・動物		2

				ニューカッスル病ウイルス		Newcastle disease virus		人・動物		-

				ハンタンウイルス		Hantaan virus		人・動物		3

				豚コレラウイルス		Classical swine fever virus (Hog cholera virus)		人・動物		3

				豚水胞病ウイルス		Swine vesicular disease virus		人・動物		2

				豚テシオウイルス		Porcine teschovirus		人・動物		2

				豚ヘルペスウイルス―１		Suid herpesvirus 1 (Pseudorabies virus; Aujeszkey's disease)		人・動物		2

				フニンウイルス		Junin virus		人・動物		2

				ブルータングウイルス		Bluetongue virus		人・動物		-

				ベネズエラウマ脳炎ウイルス		Venezuelan equine encephalitis virus		人・動物		3

				ヘンドラウイルス		Hendra virus (Equine morbillibirus)		人・動物		4

				ポテト・スピンドル・チュバー・ウィロイド		Potato spindle tuber viroid		植物 ショクブツ		-

				ポワッサンウイルス		Powassan virus		人・動物		3

				マチュポウイルス		Machupo virus		人・動物		4

				マールブルグウイルス属の全てのウイルス		Marburgvirus: all members of the Marburgvirus genus		人・動物		-

				マレー渓谷脳炎ウイルス		Murray Valley encephalitis virus		人・動物		3

				ヤギ痘ウイルス		Goatpox virus		人・動物		2

				羊痘ウイルス		Sheeppox virus		人・動物		2

				ラグナネグラウイルス		Laguna Negra virus		人・動物		3

				ラッサウイルス 		Lassa virus		人・動物		4

				ランピースキン病ウイルス		Lumpy skin disease virus		人・動物		3

				リッサウイルス属のウイルス（狂犬病ウイルスを含む。） ゾク キョウケンビョウ フク		Rabies virus and other member of the Lyssavirus genus		人・動物		3

				リフトバレー熱ウイルス		Rift Valley fever virus		人・動物		3

				リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス		Lymphocytic choriomeningitis virus		人・動物		3

				ルヨウイルス		Lujo virus		人・動物		-

				ロシオウイルス		Rocio virus		人・動物		-

		第二号
細菌
（ワクチンを除く）		アルゲンチネンス菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		Clostridium argentinense (formerly known as Clostridium botulinum - Type G)
botulinum neurotoxin producing strains		人・動物		2

				ウェルシュ菌（イプシロン毒素産生型のものに限る。）		Clostridium perfringens, epsilon toxin producing types		人・動物		2

				ウシ流産菌		Brucella abortus		人・動物		3

				オウム病クラミジア		Chlamydia psittaci (Chlamydophila psittaci)		人・動物		2

				牛肺疫菌（小コロニー型）		Mycoplasma mycoides subspecies mycoides SC (small colony)		人・動物		3

				コクシエラ属バーネッティイ		Coxiella burnetii		人・動物		3

				コレラ菌		Vibrio cholerae		人・動物		2

				志賀赤痢菌		Shigella dysenteriae		人・動物		2

				炭疽菌		Bacillus anthracis		人・動物		2

				チフス菌		Salmonella enterica subspecies enterica serovar Typhi (Salmonella typhi)		人・動物		3

				腸管出血性大腸菌（血清型Ｏ２６、Ｏ４５、Ｏ１０３、Ｏ１０４、Ｏ１１１、Ｏ１２１、Ｏ１４５及びＯ１５７）		Shiga toxin producing Escherichia coli (STEC) of serogroups O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145, O157,
and other shiga toxin producing serogroups		人・動物		-

				発疹チフスリケッチア		Rickettsia prowazekii		人・動物		3

				バラチ菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		Clostridium baratii, botulinum neurotoxin producing strains		人・動物		-

				鼻疽菌		Burkholderia mallei (Pseudomonas mallei)		人・動物		3

				ブタ流産菌		Brucella suis		人・動物		3

				ブチリカム菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		Clostridium butyricum, botulinum neurotoxin producing strains		人・動物		-

				ペスト菌		Yersinia pestis		人・動物		3

				ボツリヌス菌		Clostridium botulinum		人・動物		2

				マルタ熱菌		Brucella melitensis		人・動物		3

				山羊伝染性胸膜肺炎菌Ｆ38株		Mycoplasma capricolum subspecies capripneumoniae ("strain F38")		人・動物		2

				野兎病菌		Francisella tularensis		人・動物		3

				類鼻疽菌		Burkholderia pseudomallei (Pseudomonas pseudomallei)		人・動物		3

		第三号
毒素（免疫毒素を除く） ダイ ３ゴウ ドクソ メンエキ ドクソ ノゾ		アフラトキシン		Aflatoxins		人・動物		-

				アブリン		Abrin		人・動物		-

				ウェルシュ菌毒素（アルファ、ベータ1、ベータ2、イプシロン又はイオタの毒素に限る。） キン ドクソ マタ ドクソ カギ		Clostridium perfringens alpha, beta 1, beta 2, epsilon and iota toxins		人・動物		-

				HT-2トキシン		HT-2 toxin		人・動物		-

				黄色ブドウ球菌毒素（腸管毒素、アルファ毒素及び毒素性ショック症候群毒素） オウショク キュウキン ドクソ チョウカン ドクソ ドクソ オヨ ドクソセイ ショウコウグン ドクソ		Staphylococcus aureus enterotoxins, hemolysin alpha toxin, and toxic shock syndrome toxin
(formerly known as Staphylococcus enterotoxin F)		人・動物		-

				コノトキシン		Conotoxins		人・動物		-

				コレラ毒素 ドクソ		Cholera toxin		人・動物		-

				志賀毒素 シガ ドクソ		Shiga toxins (shiga-like toxins, verotoxins, and verocytotoxins)		人・動物		-

				ジアセトキシスシルペノール		Diacetoxyscirpenol		人・動物		-

				T-2トキシン		T-2 toxin		人・動物		-

				テトロドトキシン		Tetrodotoxin		人・動物		-

				ビスカミン		Viscumin (Viscum album lectin 1)		人・動物		-

				ボツリヌス毒素 ドクソ		Botulinum toxins		人・動物		-

				ボルケンシン		Volkensin		人・動物		-

				ミクロシスチン		Microcystins (Cyanoginosins)		人・動物		-

				モデシン		Modeccin		人・動物		-

		第四号
前号に該当するもののサブユニット ダイ ヨンゴウ ゼンゴウ ガイトウ		-		-		人・動物		-

		第五号
細菌又は菌類		クラビバクター・ミシガネンシス亜種セペドニカス		Clavibacter michiganensis subsp. Sepedonicus
(Corynebacterium michiganensis subsp. Sepedonicum or Corynebacterium sepedonicum)		植物 ショクブツ		-

				コクシジオイデス・イミチス		Coccidioides immitis		人・動物		3

				コクシジオイデス・ポサダシ		Coccidioides posadasii		人・動物		3

				コクリオボールス・ミヤベアヌス		Cochiliobolus miyabeanus (Helminthosporium oryzae)		植物 ショクブツ		-

				コレトトリクム・カーハワイ		Colletotrichum kahawae (Colletotrichum coffeanum var. virulans)		植物 ショクブツ		-

				ザンオモナス・アクソノポディス・パソバー・シトリ		Xanthomonas axonopodis pv. citri (Xanthomonas campestris pv. citri A) [Xanthomonas campestris pv. citri]		植物 ショクブツ		-

				ザントモナス・アルビリネアンス		Xanthomonas albinineans		植物 ショクブツ		-

				ザントモナス・オリゼ・パソバー・オリゼ		Xanthomonas oryzae pv. oryzae (Pseudomonas campestris pv. oryzae)		植物 ショクブツ		-

				シンキトリウム・エンドビオチクム		Synchytrium endobioticum		植物 ショクブツ		-

				スクレロフトラ・ライシアエ・バラエティー・ゼアエ		Sclerophthora rayssiae var. zeae		植物 ショクブツ		-

				セカフォラ・ソラニ		Thecaphora solani		植物 ショクブツ		-

				チレチア・インディカ		Tilletia indica		植物 ショクブツ		-

				プクシニア・グラミニス種グラミニス・バラエティー・グラミニス シュ		Puccinia graminis ssp. graminis var. graminiis / Puccinia graminis ssp. graminis var. stakmanii
(Puccinia graminis [syn. Puccinia graminis f. sp. tritici])		植物 ショクブツ		-

				プクシニア・ストリイフォルミス		Puccinia striiformis (syn. Puccinia glumarum)		植物 ショクブツ		-

				ペロノスクレロスポラ・フィリピネンシス		Peronosclerospora philippinensis (Peronosclerospora sacchari)		植物 ショクブツ		-

				マグナポルテ・オリゼ		Magnaporthe oryzae (Pyricularia oryzae)		植物 ショクブツ		-

				ミクロシクルス・ウレイ		Microcyclus ulei (syn. Dothidella ulei)		植物 ショクブツ		-

				ラルストニア・ソラナセアルム・レース３及び次亜種２		Ralstonia solanacearum, race 3 biovar 2		植物 ショクブツ		-

		第六号
遺伝子を改変した生物（意図的な分子操作によって核酸の塩基配列を生成し、又は改変されたものを含む。）であって次のいずれかを有するもの又は遺伝要素（染色体、ゲノム、プラスミド、トランスポゾン、ベクター及び復元可能な核酸断片を含む不活性化された組織体を含む。）であって次のいずれかの塩基配列を有するもの ダイ ロクゴウ		第一号に該当する遺伝子		-		人・動物
植物 ショクブツ		-

				第二号又は前号に該当する遺伝子のうち、人、動物若しくは植物の健康に重大な危害を与えるもの（転写又は翻訳した生産物を通じて危害を与えるものを含む。）又は病原性を付与若しくは増強することができるもの（血清型Ｏ二六、Ｏ四五、Ｏ一〇三、Ｏ一〇四、Ｏ 一一一、Ｏ一二一、Ｏ一四五、Ｏ一五七その他の志賀毒素を産生する血清型をもつ大腸菌の核酸の塩基配列（志賀毒素又はそのサブユニットの遺伝要素を持つものに限る。）を有するもの以外のものを除く。） フヨ		-		人・動物
植物 ショクブツ		-

				第三号又は第四号に該当するもの		-		人・動物		-





原(第1号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アフリカ馬疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アフリカ豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アンデアン･ポテト･ラテント･ウイルス		植物 ショクブツ		-

		アンデスウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		エボラウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		黄熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オムスク出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オロポーチウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ガナリトウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		キャサヌール森林病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		牛疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		クリミア･コンゴ出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		口蹄疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5又はH7のH抗原を有するものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		SARSコロナウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		再構成1918年インフルエンザウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		サビアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		サル痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		小反芻獣疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		シンノンブレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		水胞性口炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		西部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		セントルイス脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ソウルウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ダニ媒介脳炎ウイルス（極東型に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チクングニアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チャパレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		跳躍病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		テュクロウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		痘瘡ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		東部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ドブラバーベルグレドウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ニパウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		日本脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ニューカッスル病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ハンタンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚水胞病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚テシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚ヘルペスウイルス-1		ヒト・動物 ドウブツ		2

		フニンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ブルータングウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ベネズエラウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヘンドラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ポテト･スピンドル･チュバー･ウィロイド		植物 ショクブツ		-

		ポワッサンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		マチュポウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		マールブルグウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		マレー渓谷脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヤギ痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		羊痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ラグナネグラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ラッサウイルス 		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ランピースキン病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リッサウイルス属のウイルス（狂犬病ウイルスを含む。） ゾク キョウケンビョウ フク		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リフトバレー熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ルヨウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ロシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-





作業用(第1号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アフリカ馬疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アフリカ豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アンデアン･ポテト･ラテント･ウイルス		植物 ショクブツ		-

		アンデスウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		エボラウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		黄熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オムスク出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オロポーチウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ガナリトウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		キャサヌール森林病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		牛疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		クリミア･コンゴ出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		口蹄疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5又はH7のH抗原を有するものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		SARSコロナウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		再構成1918年インフルエンザウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		サビアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		サル痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		小反芻獣疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		シンノンブレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		水胞性口炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		西部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		セントルイス脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ソウルウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ダニ媒介脳炎ウイルス（極東型に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チクングニアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チャパレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		跳躍病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		テュクロウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		痘瘡ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		東部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ドブラバーベルグレドウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ニパウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		日本脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ニューカッスル病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ハンタンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚水胞病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚テシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚ヘルペスウイルス-1		ヒト・動物 ドウブツ		2

		フニンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ブルータングウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ベネズエラウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヘンドラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ポテト･スピンドル･チュバー･ウィロイド		植物 ショクブツ		-

		ポワッサンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		マチュポウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		マールブルグウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		マレー渓谷脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヤギ痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		羊痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ラグナネグラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ラッサウイルス 		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ランピースキン病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リッサウイルス属のウイルス（狂犬病ウイルスを含む。） ゾク キョウケンビョウ フク		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リフトバレー熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ルヨウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ロシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-





原(第2号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アルゲンチネンス菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウェルシュ菌（イプシロン毒素産生型のものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウシ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オウム病クラミジア		ヒト・動物 ドウブツ		2

		牛肺疫菌（小コロニー型）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシエラ属バーネッティイ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コレラ菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		志賀赤痢菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		炭疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		チフス菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		腸管出血性大腸菌（血清型O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145およびO157）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		発疹チフスリケッチア		ヒト・動物 ドウブツ		3

		バラチ菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブタ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブチリカム菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ペスト菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ボツリヌス菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		マルタ熱菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		山羊伝染性胸膜肺炎菌F38株		ヒト・動物 ドウブツ		2

		野兎病菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		類鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3





作業用(第2号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アルゲンチネンス菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウェルシュ菌（イプシロン毒素産生型のものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウシ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オウム病クラミジア		ヒト・動物 ドウブツ		2

		牛肺疫菌（小コロニー型）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシエラ属バーネッティイ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コレラ菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		志賀赤痢菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		炭疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		チフス菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		腸管出血性大腸菌（血清型O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145およびO157）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		発疹チフスリケッチア		ヒト・動物 ドウブツ		3

		バラチ菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブタ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブチリカム菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ペスト菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ボツリヌス菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		マルタ熱菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		山羊伝染性胸膜肺炎菌F38株		ヒト・動物 ドウブツ		2

		野兎病菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		類鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3





原(第5号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		クラビバクター・ミシガネンシス亜種セペドニカス		植物 ショクブツ		-

		コクシジオイデス・イミチス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシジオイデス・ポサダシ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクリオボールス・ミヤベアヌス		植物 ショクブツ		-

		コレトトリクム・カーハワイ		植物 ショクブツ		-

		ザンオモナス・アクソノポディス・パソバー・シトリ		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・アルビリネアンス		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・オリゼ・パソバー・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		シンキトリウム・エンドビオチクム		植物 ショクブツ		-

		スクレロフトラ・ライシアエ・バラエティー・ゼアエ		植物 ショクブツ		-

		セカフォラ・ソラニ		植物 ショクブツ		-

		チレチア・インディカ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・グラミニス種グラミニス・バラエティー・グラミニス シュ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・ストリイフォルミス		植物 ショクブツ		-

		ペロノスクレロスポラ・フィリピネンシス		植物 ショクブツ		-

		マグナポルテ・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		ミクロシクルス・ウレイ		植物 ショクブツ		-

		ラルストニア・ソラナセアルム・レース３及び次亜種２		植物 ショクブツ		-





作業用(第5号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		クラビバクター・ミシガネンシス亜種セペドニカス		植物 ショクブツ		-

		コクシジオイデス・イミチス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシジオイデス・ポサダシ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクリオボールス・ミヤベアヌス		植物 ショクブツ		-

		コレトトリクム・カーハワイ		植物 ショクブツ		-

		ザンオモナス・アクソノポディス・パソバー・シトリ		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・アルビリネアンス		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・オリゼ・パソバー・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		シンキトリウム・エンドビオチクム		植物 ショクブツ		-

		スクレロフトラ・ライシアエ・バラエティー・ゼアエ		植物 ショクブツ		-

		セカフォラ・ソラニ		植物 ショクブツ		-

		チレチア・インディカ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・グラミニス種グラミニス・バラエティー・グラミニス シュ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・ストリイフォルミス		植物 ショクブツ		-

		ペロノスクレロスポラ・フィリピネンシス		植物 ショクブツ		-

		マグナポルテ・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		ミクロシクルス・ウレイ		植物 ショクブツ		-

		ラルストニア・ソラナセアルム・レース３及び次亜種２		植物 ショクブツ		-
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★第1号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（ウイルス (ワクチンを除く) ） コウモク		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		エボラウイルス属の全てのウイルス ／ ガナリトウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		4		△第一号に該当する貨物の ダイ イチ ゴウ

				第一号 ダイ イチゴウ		クリミア･コンゴ出血熱ウイルス ／ サビアウイルス ／ チャパレウイルス ／						　設計または製造するために セッケイ

						ニパウイルス ／ ヘンドラウイルス ／ マチュポウイルス ／ ラッサウイルス 						　設計したプログラム セッケイ

						アフリカ馬疫ウイルス ／ アフリカ豚コレラウイルス ／ アンデスウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		3

						黄熱ウイルス ／ オムスク出血熱ウイルス ／ キャサヌール森林病ウイルス ／						●第一号に該当する貨物の ダイ イチ ゴウ

						牛疫ウイルス ／ 口蹄疫ウイルス ／ SARSコロナウイルス ／ 小反芻獣疫ウイルス ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						シンノンブレウイルス ／ 西部ウマ脳炎ウイルス ／ セントルイス脳炎ウイルス ／

						ソウルウイルス ／ ダニ媒介脳炎ウイルス (極東型に限る) ／ チクングニアウイルス ／						●上記プログラムの ジョウキ

						跳躍病ウイルス ／ 痘瘡ウイルス ／ 東部ウマ脳炎ウイルス ／ ハンタンウイルス ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						豚コレラウイルス ／ ベネズエラウマ脳炎ウイルス ／ ポワッサンウイルス ／

						マレー渓谷脳炎ウイルス ／ ラグナネグラウイルス ／ ランピースキン病ウイルス ／

						リッサウイルス属のウイルス (狂犬病ウイルスを含む) ／ リフトバレー熱ウイルス ／

						リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス

						サル痘ウイルス ／ 水胞性口炎ウイルス ／ 日本脳炎ウイルス ／ 豚水胞病ウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		2

						豚テシオウイルス ／ 豚ヘルペスウイルス-1 ／ フニンウイルス ／ ヤギ痘ウイルス ／

						羊痘ウイルス

						オロポーチウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし キテイ

						高病原性鳥インフルエンザウイルス (H5またはH7のH抗原を有するものに限る) ／

						再構成1918年インフルエンザウイルス ／ テュクロウイルス ／

						ドブラバーベルグレドウイルス ／ ニューカッスル病ウイルス ／

						ブルータングウイルス ／マールブルグウイルス属の全てのウイルス／

						ルヨウイルス ／ ロシオウイルス

						アンデアン･ポテト･ラテント･ウイルス ／ ポテト･スピンドル･チュバー･ウィロイド		植物 ショクブツ		規定なし キテイ



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第2号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（細菌 (ワクチンを除く) ） コウモク サイキン		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		ウシ流産菌 ／ 牛肺疫菌 (小コロニー型) ／ コクシエラ属バーネッティイ ／		ヒト･動物 ドウブツ		3		△第二号に該当する貨物の ダイ ニ ゴウ

				第二号 ダイ ニ ゴウ		チフス菌 ／ 発疹チフスリケッチア ／ 鼻疽菌 ／ ブタ流産菌 ／ ペスト菌 ／						　設計または製造するために セッケイ

						マルタ熱菌 ／ 野兎病菌 ／ 類鼻疽菌						　設計したプログラム セッケイ

						アルゲンチネンス菌 (ボツリヌス神経毒素産生株に限る) ／		ヒト･動物 ドウブツ		2

						ウェルシュ菌 (イプシロン毒素産生型のものに限る) ／ オウム病クラミジア ／						●第二号に該当する貨物の ダイ ニ ゴウ

						コレラ菌 ／ 志賀赤痢菌 ／ 炭疽菌 ／ ボツリヌス菌 ／ 山羊伝染性胸膜肺炎菌F38株						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						腸管出血性大腸菌 (血清型O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145およびO157) ／		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし キテイ

						バラチ菌 (ボツリヌス神経毒素産生株に限る) ／						●上記プログラムの ジョウキ

						ブチリカム菌 (ボツリヌス神経毒素産生株に限る)						　設計または製造に係る技術



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第3号, 第4号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（毒素 (免疫毒素を除く) ） コウモク ドクソ メンエキ ドクソ		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		アフラトキシン ／ アブリン ／		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし		△第三号に該当する貨物の ダイ サン ゴウ

				第三号 ダイ サン ゴウ		ウェルシュ菌毒素 (α, β1, β2, εまたはιの毒素に限る) ／ HT-2トキシン ／						　（第四号に該当する貨物の） ダイ ヨンゴウ ガイトウ カモツ

						黄色ブドウ球菌毒素 (腸管毒素, α毒素および毒素性ショック症候群毒素) ／						　設計または製造するために セッケイ

						コノトキシン ／ コレラ毒素 ／ 志賀毒素 ／ ジアセトキシスシルペノール ／						　設計したプログラム セッケイ

						T-2トキシン ／ テトロドトキシン ／ ビスカミン ／ ボツリヌス毒素 ／

						ボルケンシン ／ ミクロシスチン ／ モデシン						●第三号に該当する貨物の

				項番 コウバン		項目 コウモク		感染対象 カンセン タイショウ		クラス		　（第四号に該当する貨物の） ダイ ヨンゴウ ガイトウ カモツ

				1項		前号に該当するもののサブユニット ゼンゴウ ガイトウ		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし		　設計または製造に係る技術

				第四号 ヨン

												●上記プログラムの

												　設計または製造に係る技術



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第5号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（細菌または菌類） コウモク サイキン キンルイ		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		コクシジオイデス･イミチス ／ コクシジオイデス･ポサダシ		ヒト･動物 ドウブツ		3		△第五号に該当する貨物の ダイ ゴ ゴウ

				第五号 ダイ ゴ ゴウ		クラビバクター･ミシガネンシス亜種セペドニカス ／		植物 ショクブツ		規定なし キテイ		　設計または製造するために セッケイ

						コクリオボールス･ミヤベアヌス ／ コレトトリクム･カーハワイ ／						　設計したプログラム セッケイ

						ザンオモナス･アクソノポディス･パソバー･シトリ ／

						ザントモナス･アルビリネアンス ／ ザントモナス･オリゼ･パソバー･オリゼ ／						●第五号に該当する貨物の ダイ ゴ ゴウ

						シンキトリウム･エンドビオチクム ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						スクレロフトラ･ライシアエ･バラエティー･ゼアエ ／ セカフォラ･ソラニ ／

						チレチア･インディカ ／						●上記プログラムの ジョウキ

						プクシニア･グラミニス種グラミニス･バラエティー･グラミニス ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						プクシニア･ストリイフォルミス ／ ペロノスクレロスポラ･フィリピネンシス ／

						マグナポルテ･オリゼ ／ ミクロシクルス･ウレイ ／

						ラルストニア･ソラナセアルム･レース3および次亜種2



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第6号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目 コウモク		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		遺伝子を改変した生物 (意図的な分子操作によって核酸の塩基配列を生成し, または						△第六号に該当する貨物の ダイ ロク ゴウ

				第六号 ダイ ロク ゴウ		改変されたものを含む) であってつぎのいずれかを有するものまたは						　設計または製造するために セッケイ

						遺伝要素 (染色体, ゲノム, プラスミド, トランスポゾン, ベクターおよび						　設計したプログラム セッケイ

						復元可能な核酸断片を含む不活性化された組織体を含む) であって

						つぎのいずれかの塩基配列を有するもの						●第六号に該当する貨物の ダイ ロク ゴウ

						イ　第一号に該当する遺伝子		ヒト･動物		規定無し		　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

								植物

						ロ　第二号または前号に該当する遺伝子のうち,		ヒト･動物		規定無し		●上記プログラムの ジョウキ

						　　人, 動物もしくは植物の健康に重大な危害を与えるもの (転写または翻訳した		植物				　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						　　生産物を通じて危害を与えるものを含む) または

						　　病原性を付与若しくは増強することができるもの (血清型O26, O45, O103, O104,

						　　O111, O121, O145, O157その他の志賀毒素を産生する血清型をもつ

						　　大腸菌の核酸の塩基配列 (志賀毒素またはそのサブユニットの遺伝要素を

						　　もつものに限る) を有するもの以外のものを除く)

						ハ　第三号または第四号に該当するもの ダイ サン ゴウ ダイ ヨン ゴウ ガイトウ		ヒト･動物		規定無し



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





原(第１号-第6号)

		貨物等省令　第2条の2　第1項		和名 ワメイ		英名 エイメイ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		第一号
ウイルス
（ワクチンを除く）		アフリカ馬疫ウイルス		African horse sickness virus		人・動物		3

				アフリカ豚コレラウイルス		African swine fever virus		人・動物		3

				アンデアン・ポテト・ラテント・ウイルス		Andean potato latent virus (Potato Andean latent tymovirus)		植物 ショクブツ		-

				アンデスウイルス		Andes virus		人・動物		3

				エボラウイルス属の全てのウイルス		Ebolavirus: all members of the Ebolavirus genus		人・動物		4

				黄熱ウイルス		Yellow fever virus		人・動物		3

				オムスク出血熱ウイルス		Omsk hemorrhagic fever virus		人・動物		3

				オロポーチウイルス		Oropouche virus		人・動物		-

				ガナリトウイルス		Guanarito virus		人・動物		4

				キャサヌール森林病ウイルス		Kyasanur Forest disease virus		人・動物		3

				牛疫ウイルス		Rinderpest virus		人・動物		3

				クリミア・コンゴ出血熱ウイルス		Crimean-Congo hemorrhagic fever virus		人・動物		4

				口蹄疫ウイルス		Foot-and-mouth disease virus		人・動物		3

				高病原性鳥インフルエンザウイルス（Ｈ五又はＨ七のＨ抗原を有するものに限る。）		Avian influenza virus		人・動物		-

				ＳＡＲＳコロナウイルス		Severe acute respriratory syndrome-related coronavirus (SARS-related coronavirus)		人・動物		3

				再構成１９１８年インフルエンザウイルス		Reconstructed 1918 influenza virus		人・動物		-

				サビアウイルス		Sabia virus		人・動物		4

				サル痘ウイルス		Monkeypox virus		人・動物		2

				小反芻獣疫ウイルス		Peste-des-petits ruminants virus		人・動物		3

				シンノンブレウイルス		Sin Nombre virus		人・動物		3

				水胞性口炎ウイルス		Vesicular stomatitis virus		人・動物		2

				西部ウマ脳炎ウイルス		Western equine encephalitis virus		人・動物		3

				セントルイス脳炎ウイルス		St. Louis encephalitis virus		人・動物		3

				ソウルウイルス		Seoul virus		人・動物		3

				ダニ媒介脳炎ウイルス（極東型に限る。）		Tick-borne encephalitis virus (Far Eastern subtype)		人・動物		3

				チクングニアウイルス		Chikungunya virus		人・動物		3

				チャパレウイルス		Chapare virus		人・動物		4

				跳躍病ウイルス		Louping ill virus		人・動物		3

				テュクロウイルス		Choclo virus		人・動物		-

				痘瘡ウイルス		Variola virus		人・動物		3

				東部ウマ脳炎ウイルス		Eastern equine ensephalitis virus		人・動物		3

				ドブラバーベルグレドウイルス		Dobrava-Belgrade virus		人・動物		-

				ニパウイルス		Nipah virus		人・動物		4

				日本脳炎ウイルス		Japanese encephalitis virus		人・動物		2

				ニューカッスル病ウイルス		Newcastle disease virus		人・動物		-

				ハンタンウイルス		Hantaan virus		人・動物		3

				豚コレラウイルス		Classical swine fever virus (Hog cholera virus)		人・動物		3

				豚水胞病ウイルス		Swine vesicular disease virus		人・動物		2

				豚テシオウイルス		Porcine teschovirus		人・動物		2

				豚ヘルペスウイルス―１		Suid herpesvirus 1 (Pseudorabies virus; Aujeszkey's disease)		人・動物		2

				フニンウイルス		Junin virus		人・動物		2

				ブルータングウイルス		Bluetongue virus		人・動物		-

				ベネズエラウマ脳炎ウイルス		Venezuelan equine encephalitis virus		人・動物		3

				ヘンドラウイルス		Hendra virus (Equine morbillibirus)		人・動物		4

				ポテト・スピンドル・チュバー・ウィロイド		Potato spindle tuber viroid		植物 ショクブツ		-

				ポワッサンウイルス		Powassan virus		人・動物		3

				マチュポウイルス		Machupo virus		人・動物		4

				マールブルグウイルス属の全てのウイルス		Marburgvirus: all members of the Marburgvirus genus		人・動物		-

				マレー渓谷脳炎ウイルス		Murray Valley encephalitis virus		人・動物		3

				ヤギ痘ウイルス		Goatpox virus		人・動物		2

				羊痘ウイルス		Sheeppox virus		人・動物		2

				ラグナネグラウイルス		Laguna Negra virus		人・動物		3

				ラッサウイルス 		Lassa virus		人・動物		4

				ランピースキン病ウイルス		Lumpy skin disease virus		人・動物		3

				リッサウイルス属のウイルス（狂犬病ウイルスを含む。） ゾク キョウケンビョウ フク		Rabies virus and other member of the Lyssavirus genus		人・動物		3

				リフトバレー熱ウイルス		Rift Valley fever virus		人・動物		3

				リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス		Lymphocytic choriomeningitis virus		人・動物		3

				ルヨウイルス		Lujo virus		人・動物		-

				ロシオウイルス		Rocio virus		人・動物		-

		第二号
細菌
（ワクチンを除く）		アルゲンチネンス菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		Clostridium argentinense (formerly known as Clostridium botulinum - Type G)
botulinum neurotoxin producing strains		人・動物		2

				ウェルシュ菌（イプシロン毒素産生型のものに限る。）		Clostridium perfringens, epsilon toxin producing types		人・動物		2

				ウシ流産菌		Brucella abortus		人・動物		3

				オウム病クラミジア		Chlamydia psittaci (Chlamydophila psittaci)		人・動物		2

				牛肺疫菌（小コロニー型）		Mycoplasma mycoides subspecies mycoides SC (small colony)		人・動物		3

				コクシエラ属バーネッティイ		Coxiella burnetii		人・動物		3

				コレラ菌		Vibrio cholerae		人・動物		2

				志賀赤痢菌		Shigella dysenteriae		人・動物		2

				炭疽菌		Bacillus anthracis		人・動物		2

				チフス菌		Salmonella enterica subspecies enterica serovar Typhi (Salmonella typhi)		人・動物		3

				腸管出血性大腸菌（血清型Ｏ２６、Ｏ４５、Ｏ１０３、Ｏ１０４、Ｏ１１１、Ｏ１２１、Ｏ１４５及びＯ１５７）		Shiga toxin producing Escherichia coli (STEC) of serogroups O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145, O157,
and other shiga toxin producing serogroups		人・動物		-

				発疹チフスリケッチア		Rickettsia prowazekii		人・動物		3

				バラチ菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		Clostridium baratii, botulinum neurotoxin producing strains		人・動物		-

				鼻疽菌		Burkholderia mallei (Pseudomonas mallei)		人・動物		3

				ブタ流産菌		Brucella suis		人・動物		3

				ブチリカム菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		Clostridium butyricum, botulinum neurotoxin producing strains		人・動物		-

				ペスト菌		Yersinia pestis		人・動物		3

				ボツリヌス菌		Clostridium botulinum		人・動物		2

				マルタ熱菌		Brucella melitensis		人・動物		3

				山羊伝染性胸膜肺炎菌Ｆ38株		Mycoplasma capricolum subspecies capripneumoniae ("strain F38")		人・動物		2

				野兎病菌		Francisella tularensis		人・動物		3

				類鼻疽菌		Burkholderia pseudomallei (Pseudomonas pseudomallei)		人・動物		3

		第三号
毒素（免疫毒素を除く） ダイ ３ゴウ ドクソ メンエキ ドクソ ノゾ		アフラトキシン		Aflatoxins		人・動物		-

				アブリン		Abrin		人・動物		-

				ウェルシュ菌毒素（アルファ、ベータ1、ベータ2、イプシロン又はイオタの毒素に限る。） キン ドクソ マタ ドクソ カギ		Clostridium perfringens alpha, beta 1, beta 2, epsilon and iota toxins		人・動物		-

				HT-2トキシン		HT-2 toxin		人・動物		-

				黄色ブドウ球菌毒素（腸管毒素、アルファ毒素及び毒素性ショック症候群毒素） オウショク キュウキン ドクソ チョウカン ドクソ ドクソ オヨ ドクソセイ ショウコウグン ドクソ		Staphylococcus aureus enterotoxins, hemolysin alpha toxin, and toxic shock syndrome toxin
(formerly known as Staphylococcus enterotoxin F)		人・動物		-

				コノトキシン		Conotoxins		人・動物		-

				コレラ毒素 ドクソ		Cholera toxin		人・動物		-

				志賀毒素 シガ ドクソ		Shiga toxins (shiga-like toxins, verotoxins, and verocytotoxins)		人・動物		-

				ジアセトキシスシルペノール		Diacetoxyscirpenol		人・動物		-

				T-2トキシン		T-2 toxin		人・動物		-

				テトロドトキシン		Tetrodotoxin		人・動物		-

				ビスカミン		Viscumin (Viscum album lectin 1)		人・動物		-

				ボツリヌス毒素 ドクソ		Botulinum toxins		人・動物		-

				ボルケンシン		Volkensin		人・動物		-

				ミクロシスチン		Microcystins (Cyanoginosins)		人・動物		-

				モデシン		Modeccin		人・動物		-

		第四号
前号に該当するもののサブユニット ダイ ヨンゴウ ゼンゴウ ガイトウ		-		-		人・動物		-

		第五号
細菌又は菌類		クラビバクター・ミシガネンシス亜種セペドニカス		Clavibacter michiganensis subsp. Sepedonicus
(Corynebacterium michiganensis subsp. Sepedonicum or Corynebacterium sepedonicum)		植物 ショクブツ		-

				コクシジオイデス・イミチス		Coccidioides immitis		人・動物		3

				コクシジオイデス・ポサダシ		Coccidioides posadasii		人・動物		3

				コクリオボールス・ミヤベアヌス		Cochiliobolus miyabeanus (Helminthosporium oryzae)		植物 ショクブツ		-

				コレトトリクム・カーハワイ		Colletotrichum kahawae (Colletotrichum coffeanum var. virulans)		植物 ショクブツ		-

				ザンオモナス・アクソノポディス・パソバー・シトリ		Xanthomonas axonopodis pv. citri (Xanthomonas campestris pv. citri A) [Xanthomonas campestris pv. citri]		植物 ショクブツ		-

				ザントモナス・アルビリネアンス		Xanthomonas albinineans		植物 ショクブツ		-

				ザントモナス・オリゼ・パソバー・オリゼ		Xanthomonas oryzae pv. oryzae (Pseudomonas campestris pv. oryzae)		植物 ショクブツ		-

				シンキトリウム・エンドビオチクム		Synchytrium endobioticum		植物 ショクブツ		-

				スクレロフトラ・ライシアエ・バラエティー・ゼアエ		Sclerophthora rayssiae var. zeae		植物 ショクブツ		-

				セカフォラ・ソラニ		Thecaphora solani		植物 ショクブツ		-

				チレチア・インディカ		Tilletia indica		植物 ショクブツ		-

				プクシニア・グラミニス種グラミニス・バラエティー・グラミニス シュ		Puccinia graminis ssp. graminis var. graminiis / Puccinia graminis ssp. graminis var. stakmanii
(Puccinia graminis [syn. Puccinia graminis f. sp. tritici])		植物 ショクブツ		-

				プクシニア・ストリイフォルミス		Puccinia striiformis (syn. Puccinia glumarum)		植物 ショクブツ		-

				ペロノスクレロスポラ・フィリピネンシス		Peronosclerospora philippinensis (Peronosclerospora sacchari)		植物 ショクブツ		-

				マグナポルテ・オリゼ		Magnaporthe oryzae (Pyricularia oryzae)		植物 ショクブツ		-

				ミクロシクルス・ウレイ		Microcyclus ulei (syn. Dothidella ulei)		植物 ショクブツ		-

				ラルストニア・ソラナセアルム・レース３及び次亜種２		Ralstonia solanacearum, race 3 biovar 2		植物 ショクブツ		-

		第六号
遺伝子を改変した生物（意図的な分子操作によって核酸の塩基配列を生成し、又は改変されたものを含む。）であって次のいずれかを有するもの又は遺伝要素（染色体、ゲノム、プラスミド、トランスポゾン、ベクター及び復元可能な核酸断片を含む不活性化された組織体を含む。）であって次のいずれかの塩基配列を有するもの ダイ ロクゴウ		第一号に該当する遺伝子		-		人・動物
植物 ショクブツ		-

				第二号又は前号に該当する遺伝子のうち、人、動物若しくは植物の健康に重大な危害を与えるもの（転写又は翻訳した生産物を通じて危害を与えるものを含む。）又は病原性を付与若しくは増強することができるもの（血清型Ｏ二六、Ｏ四五、Ｏ一〇三、Ｏ一〇四、Ｏ 一一一、Ｏ一二一、Ｏ一四五、Ｏ一五七その他の志賀毒素を産生する血清型をもつ大腸菌の核酸の塩基配列（志賀毒素又はそのサブユニットの遺伝要素を持つものに限る。）を有するもの以外のものを除く。） フヨ		-		人・動物
植物 ショクブツ		-

				第三号又は第四号に該当するもの		-		人・動物		-





原(第1号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アフリカ馬疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アフリカ豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アンデアン･ポテト･ラテント･ウイルス		植物 ショクブツ		-

		アンデスウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		エボラウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		黄熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オムスク出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オロポーチウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ガナリトウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		キャサヌール森林病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		牛疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		クリミア･コンゴ出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		口蹄疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5又はH7のH抗原を有するものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		SARSコロナウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		再構成1918年インフルエンザウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		サビアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		サル痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		小反芻獣疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		シンノンブレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		水胞性口炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		西部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		セントルイス脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ソウルウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ダニ媒介脳炎ウイルス（極東型に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チクングニアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チャパレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		跳躍病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		テュクロウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		痘瘡ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		東部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ドブラバーベルグレドウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ニパウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		日本脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ニューカッスル病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ハンタンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚水胞病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚テシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚ヘルペスウイルス-1		ヒト・動物 ドウブツ		2

		フニンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ブルータングウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ベネズエラウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヘンドラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ポテト･スピンドル･チュバー･ウィロイド		植物 ショクブツ		-

		ポワッサンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		マチュポウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		マールブルグウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		マレー渓谷脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヤギ痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		羊痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ラグナネグラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ラッサウイルス 		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ランピースキン病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リッサウイルス属のウイルス（狂犬病ウイルスを含む。） ゾク キョウケンビョウ フク		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リフトバレー熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ルヨウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ロシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-





作業用(第1号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アフリカ馬疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アフリカ豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アンデアン･ポテト･ラテント･ウイルス		植物 ショクブツ		-

		アンデスウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		エボラウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		黄熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オムスク出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オロポーチウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ガナリトウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		キャサヌール森林病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		牛疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		クリミア･コンゴ出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		口蹄疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5又はH7のH抗原を有するものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		SARSコロナウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		再構成1918年インフルエンザウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		サビアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		サル痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		小反芻獣疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		シンノンブレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		水胞性口炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		西部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		セントルイス脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ソウルウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ダニ媒介脳炎ウイルス（極東型に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チクングニアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チャパレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		跳躍病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		テュクロウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		痘瘡ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		東部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ドブラバーベルグレドウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ニパウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		日本脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ニューカッスル病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ハンタンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚水胞病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚テシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚ヘルペスウイルス-1		ヒト・動物 ドウブツ		2

		フニンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ブルータングウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ベネズエラウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヘンドラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ポテト･スピンドル･チュバー･ウィロイド		植物 ショクブツ		-

		ポワッサンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		マチュポウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		マールブルグウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		マレー渓谷脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヤギ痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		羊痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ラグナネグラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ラッサウイルス 		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ランピースキン病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リッサウイルス属のウイルス（狂犬病ウイルスを含む。） ゾク キョウケンビョウ フク		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リフトバレー熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ルヨウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ロシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-





原(第2号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アルゲンチネンス菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウェルシュ菌（イプシロン毒素産生型のものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウシ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オウム病クラミジア		ヒト・動物 ドウブツ		2

		牛肺疫菌（小コロニー型）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシエラ属バーネッティイ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コレラ菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		志賀赤痢菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		炭疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		チフス菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		腸管出血性大腸菌（血清型O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145およびO157）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		発疹チフスリケッチア		ヒト・動物 ドウブツ		3

		バラチ菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブタ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブチリカム菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ペスト菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ボツリヌス菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		マルタ熱菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		山羊伝染性胸膜肺炎菌F38株		ヒト・動物 ドウブツ		2

		野兎病菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		類鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3





作業用(第2号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アルゲンチネンス菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウェルシュ菌（イプシロン毒素産生型のものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウシ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オウム病クラミジア		ヒト・動物 ドウブツ		2

		牛肺疫菌（小コロニー型）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシエラ属バーネッティイ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コレラ菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		志賀赤痢菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		炭疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		チフス菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		腸管出血性大腸菌（血清型O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145およびO157）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		発疹チフスリケッチア		ヒト・動物 ドウブツ		3

		バラチ菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブタ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブチリカム菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ペスト菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ボツリヌス菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		マルタ熱菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		山羊伝染性胸膜肺炎菌F38株		ヒト・動物 ドウブツ		2

		野兎病菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		類鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3





原(第5号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		クラビバクター・ミシガネンシス亜種セペドニカス		植物 ショクブツ		-

		コクシジオイデス・イミチス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシジオイデス・ポサダシ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクリオボールス・ミヤベアヌス		植物 ショクブツ		-

		コレトトリクム・カーハワイ		植物 ショクブツ		-

		ザンオモナス・アクソノポディス・パソバー・シトリ		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・アルビリネアンス		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・オリゼ・パソバー・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		シンキトリウム・エンドビオチクム		植物 ショクブツ		-

		スクレロフトラ・ライシアエ・バラエティー・ゼアエ		植物 ショクブツ		-

		セカフォラ・ソラニ		植物 ショクブツ		-

		チレチア・インディカ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・グラミニス種グラミニス・バラエティー・グラミニス シュ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・ストリイフォルミス		植物 ショクブツ		-

		ペロノスクレロスポラ・フィリピネンシス		植物 ショクブツ		-

		マグナポルテ・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		ミクロシクルス・ウレイ		植物 ショクブツ		-

		ラルストニア・ソラナセアルム・レース３及び次亜種２		植物 ショクブツ		-





作業用(第5号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		クラビバクター・ミシガネンシス亜種セペドニカス		植物 ショクブツ		-

		コクシジオイデス・イミチス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシジオイデス・ポサダシ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクリオボールス・ミヤベアヌス		植物 ショクブツ		-

		コレトトリクム・カーハワイ		植物 ショクブツ		-

		ザンオモナス・アクソノポディス・パソバー・シトリ		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・アルビリネアンス		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・オリゼ・パソバー・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		シンキトリウム・エンドビオチクム		植物 ショクブツ		-

		スクレロフトラ・ライシアエ・バラエティー・ゼアエ		植物 ショクブツ		-

		セカフォラ・ソラニ		植物 ショクブツ		-

		チレチア・インディカ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・グラミニス種グラミニス・バラエティー・グラミニス シュ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・ストリイフォルミス		植物 ショクブツ		-

		ペロノスクレロスポラ・フィリピネンシス		植物 ショクブツ		-

		マグナポルテ・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		ミクロシクルス・ウレイ		植物 ショクブツ		-

		ラルストニア・ソラナセアルム・レース３及び次亜種２		植物 ショクブツ		-






★第1号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（ウイルス (ワクチンを除く) ） コウモク		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		エボラウイルス属の全てのウイルス ／ ガナリトウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		4		△第一号に該当する貨物の ダイ イチ ゴウ

				第一号 ダイ イチゴウ		クリミア･コンゴ出血熱ウイルス ／ サビアウイルス ／ チャパレウイルス ／						　設計または製造するために セッケイ

						ニパウイルス ／ ヘンドラウイルス ／ マチュポウイルス ／ ラッサウイルス 						　設計したプログラム セッケイ

						アフリカ馬疫ウイルス ／ アフリカ豚コレラウイルス ／ アンデスウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		3

						黄熱ウイルス ／ オムスク出血熱ウイルス ／ キャサヌール森林病ウイルス ／						●第一号に該当する貨物の ダイ イチ ゴウ

						牛疫ウイルス ／ 口蹄疫ウイルス ／ SARSコロナウイルス ／ 小反芻獣疫ウイルス ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						シンノンブレウイルス ／ 西部ウマ脳炎ウイルス ／ セントルイス脳炎ウイルス ／

						ソウルウイルス ／ ダニ媒介脳炎ウイルス (極東型に限る) ／ チクングニアウイルス ／						●上記プログラムの ジョウキ

						跳躍病ウイルス ／ 痘瘡ウイルス ／ 東部ウマ脳炎ウイルス ／ ハンタンウイルス ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						豚コレラウイルス ／ ベネズエラウマ脳炎ウイルス ／ ポワッサンウイルス ／

						マレー渓谷脳炎ウイルス ／ ラグナネグラウイルス ／ ランピースキン病ウイルス ／

						リッサウイルス属のウイルス (狂犬病ウイルスを含む) ／ リフトバレー熱ウイルス ／

						リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス

						サル痘ウイルス ／ 水胞性口炎ウイルス ／ 日本脳炎ウイルス ／ 豚水胞病ウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		2

						豚テシオウイルス ／ 豚ヘルペスウイルス-1 ／ フニンウイルス ／ ヤギ痘ウイルス ／

						羊痘ウイルス

						オロポーチウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし キテイ

						高病原性鳥インフルエンザウイルス (H5またはH7のH抗原を有するものに限る) ／

						再構成1918年インフルエンザウイルス ／ テュクロウイルス ／

						ドブラバーベルグレドウイルス ／ ニューカッスル病ウイルス ／

						ブルータングウイルス ／マールブルグウイルス属の全てのウイルス／

						ルヨウイルス ／ ロシオウイルス

						アンデアン･ポテト･ラテント･ウイルス ／ ポテト･スピンドル･チュバー･ウィロイド		植物 ショクブツ		規定なし キテイ



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第2号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（細菌 (ワクチンを除く) ） コウモク サイキン		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		ウシ流産菌 ／ 牛肺疫菌 (小コロニー型) ／ コクシエラ属バーネッティイ ／		ヒト･動物 ドウブツ		3		△第二号に該当する貨物の ダイ ニ ゴウ

				第二号 ダイ ニ ゴウ		チフス菌 ／ 発疹チフスリケッチア ／ 鼻疽菌 ／ ブタ流産菌 ／ ペスト菌 ／						　設計または製造するために セッケイ

						マルタ熱菌 ／ 野兎病菌 ／ 類鼻疽菌						　設計したプログラム セッケイ

						アルゲンチネンス菌 (ボツリヌス神経毒素産生株に限る) ／		ヒト･動物 ドウブツ		2

						ウェルシュ菌 (イプシロン毒素産生型のものに限る) ／ オウム病クラミジア ／						●第二号に該当する貨物の ダイ ニ ゴウ

						コレラ菌 ／ 志賀赤痢菌 ／ 炭疽菌 ／ ボツリヌス菌 ／ 山羊伝染性胸膜肺炎菌F38株						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						腸管出血性大腸菌 (血清型O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145およびO157) ／		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし キテイ

						バラチ菌 (ボツリヌス神経毒素産生株に限る) ／						●上記プログラムの ジョウキ

						ブチリカム菌 (ボツリヌス神経毒素産生株に限る)						　設計または製造に係る技術



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第3号, 第4号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（毒素 (免疫毒素を除く) ） コウモク ドクソ メンエキ ドクソ		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		アフラトキシン ／ アブリン ／		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし		△第三号に該当する貨物の ダイ サン ゴウ

				第三号 ダイ サン ゴウ		ウェルシュ菌毒素 (α, β1, β2, εまたはιの毒素に限る) ／ HT-2トキシン ／						　（第四号に該当する貨物の） ダイ ヨンゴウ ガイトウ カモツ

						黄色ブドウ球菌毒素 (腸管毒素, α毒素および毒素性ショック症候群毒素) ／						　設計または製造するために セッケイ

						コノトキシン ／ コレラ毒素 ／ 志賀毒素 ／ ジアセトキシスシルペノール ／						　設計したプログラム セッケイ

						T-2トキシン ／ テトロドトキシン ／ ビスカミン ／ ボツリヌス毒素 ／

						ボルケンシン ／ ミクロシスチン ／ モデシン						●第三号に該当する貨物の

				項番 コウバン		項目 コウモク		感染対象 カンセン タイショウ		クラス		　（第四号に該当する貨物の） ダイ ヨンゴウ ガイトウ カモツ

				1項		前号に該当するもののサブユニット ゼンゴウ ガイトウ		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし		　設計または製造に係る技術

				第四号 ヨン

												●上記プログラムの

												　設計または製造に係る技術



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第5号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（細菌または菌類） コウモク サイキン キンルイ		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		コクシジオイデス･イミチス ／ コクシジオイデス･ポサダシ		ヒト･動物 ドウブツ		3		△第五号に該当する貨物の ダイ ゴ ゴウ

				第五号 ダイ ゴ ゴウ		クラビバクター･ミシガネンシス亜種セペドニカス ／		植物 ショクブツ		規定なし キテイ		　設計または製造するために セッケイ

						コクリオボールス･ミヤベアヌス ／ コレトトリクム･カーハワイ ／						　設計したプログラム セッケイ

						ザンオモナス･アクソノポディス･パソバー･シトリ ／

						ザントモナス･アルビリネアンス ／ ザントモナス･オリゼ･パソバー･オリゼ ／						●第五号に該当する貨物の ダイ ゴ ゴウ

						シンキトリウム･エンドビオチクム ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						スクレロフトラ･ライシアエ･バラエティー･ゼアエ ／ セカフォラ･ソラニ ／

						チレチア･インディカ ／						●上記プログラムの ジョウキ

						プクシニア･グラミニス種グラミニス･バラエティー･グラミニス ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						プクシニア･ストリイフォルミス ／ ペロノスクレロスポラ･フィリピネンシス ／

						マグナポルテ･オリゼ ／ ミクロシクルス･ウレイ ／

						ラルストニア･ソラナセアルム･レース3および次亜種2



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第6号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目 コウモク		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		遺伝子を改変した生物 (意図的な分子操作によって核酸の塩基配列を生成し, または						△第六号に該当する貨物の ダイ ロク ゴウ

				第六号 ダイ ロク ゴウ		改変されたものを含む) であってつぎのいずれかを有するものまたは						　設計または製造するために セッケイ

						遺伝要素 (染色体, ゲノム, プラスミド, トランスポゾン, ベクターおよび						　設計したプログラム セッケイ

						復元可能な核酸断片を含む不活性化された組織体を含む) であって

						つぎのいずれかの塩基配列を有するもの						●第六号に該当する貨物の ダイ ロク ゴウ

						イ　第一号に該当する遺伝子		ヒト･動物		規定無し		　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

								植物

						ロ　第二号または前号に該当する遺伝子のうち,		ヒト･動物		規定無し		●上記プログラムの ジョウキ

						　　人, 動物もしくは植物の健康に重大な危害を与えるもの (転写または翻訳した		植物				　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						　　生産物を通じて危害を与えるものを含む) または

						　　病原性を付与若しくは増強することができるもの (血清型O26, O45, O103, O104,

						　　O111, O121, O145, O157その他の志賀毒素を産生する血清型をもつ

						　　大腸菌の核酸の塩基配列 (志賀毒素またはそのサブユニットの遺伝要素を

						　　もつものに限る) を有するもの以外のものを除く)

						ハ　第三号または第四号に該当するもの ダイ サン ゴウ ダイ ヨン ゴウ ガイトウ		ヒト･動物		規定無し



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





原(第１号-第6号)

		貨物等省令　第2条の2　第1項		和名 ワメイ		英名 エイメイ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		第一号
ウイルス
（ワクチンを除く）		アフリカ馬疫ウイルス		African horse sickness virus		人・動物		3

				アフリカ豚コレラウイルス		African swine fever virus		人・動物		3

				アンデアン・ポテト・ラテント・ウイルス		Andean potato latent virus (Potato Andean latent tymovirus)		植物 ショクブツ		-

				アンデスウイルス		Andes virus		人・動物		3

				エボラウイルス属の全てのウイルス		Ebolavirus: all members of the Ebolavirus genus		人・動物		4

				黄熱ウイルス		Yellow fever virus		人・動物		3

				オムスク出血熱ウイルス		Omsk hemorrhagic fever virus		人・動物		3

				オロポーチウイルス		Oropouche virus		人・動物		-

				ガナリトウイルス		Guanarito virus		人・動物		4

				キャサヌール森林病ウイルス		Kyasanur Forest disease virus		人・動物		3

				牛疫ウイルス		Rinderpest virus		人・動物		3

				クリミア・コンゴ出血熱ウイルス		Crimean-Congo hemorrhagic fever virus		人・動物		4

				口蹄疫ウイルス		Foot-and-mouth disease virus		人・動物		3

				高病原性鳥インフルエンザウイルス（Ｈ五又はＨ七のＨ抗原を有するものに限る。）		Avian influenza virus		人・動物		-

				ＳＡＲＳコロナウイルス		Severe acute respriratory syndrome-related coronavirus (SARS-related coronavirus)		人・動物		3

				再構成１９１８年インフルエンザウイルス		Reconstructed 1918 influenza virus		人・動物		-

				サビアウイルス		Sabia virus		人・動物		4

				サル痘ウイルス		Monkeypox virus		人・動物		2

				小反芻獣疫ウイルス		Peste-des-petits ruminants virus		人・動物		3

				シンノンブレウイルス		Sin Nombre virus		人・動物		3

				水胞性口炎ウイルス		Vesicular stomatitis virus		人・動物		2

				西部ウマ脳炎ウイルス		Western equine encephalitis virus		人・動物		3

				セントルイス脳炎ウイルス		St. Louis encephalitis virus		人・動物		3

				ソウルウイルス		Seoul virus		人・動物		3

				ダニ媒介脳炎ウイルス（極東型に限る。）		Tick-borne encephalitis virus (Far Eastern subtype)		人・動物		3

				チクングニアウイルス		Chikungunya virus		人・動物		3

				チャパレウイルス		Chapare virus		人・動物		4

				跳躍病ウイルス		Louping ill virus		人・動物		3

				テュクロウイルス		Choclo virus		人・動物		-

				痘瘡ウイルス		Variola virus		人・動物		3

				東部ウマ脳炎ウイルス		Eastern equine ensephalitis virus		人・動物		3

				ドブラバーベルグレドウイルス		Dobrava-Belgrade virus		人・動物		-

				ニパウイルス		Nipah virus		人・動物		4

				日本脳炎ウイルス		Japanese encephalitis virus		人・動物		2

				ニューカッスル病ウイルス		Newcastle disease virus		人・動物		-

				ハンタンウイルス		Hantaan virus		人・動物		3

				豚コレラウイルス		Classical swine fever virus (Hog cholera virus)		人・動物		3

				豚水胞病ウイルス		Swine vesicular disease virus		人・動物		2

				豚テシオウイルス		Porcine teschovirus		人・動物		2

				豚ヘルペスウイルス―１		Suid herpesvirus 1 (Pseudorabies virus; Aujeszkey's disease)		人・動物		2

				フニンウイルス		Junin virus		人・動物		2

				ブルータングウイルス		Bluetongue virus		人・動物		-

				ベネズエラウマ脳炎ウイルス		Venezuelan equine encephalitis virus		人・動物		3

				ヘンドラウイルス		Hendra virus (Equine morbillibirus)		人・動物		4

				ポテト・スピンドル・チュバー・ウィロイド		Potato spindle tuber viroid		植物 ショクブツ		-

				ポワッサンウイルス		Powassan virus		人・動物		3

				マチュポウイルス		Machupo virus		人・動物		4

				マールブルグウイルス属の全てのウイルス		Marburgvirus: all members of the Marburgvirus genus		人・動物		-

				マレー渓谷脳炎ウイルス		Murray Valley encephalitis virus		人・動物		3

				ヤギ痘ウイルス		Goatpox virus		人・動物		2

				羊痘ウイルス		Sheeppox virus		人・動物		2

				ラグナネグラウイルス		Laguna Negra virus		人・動物		3

				ラッサウイルス 		Lassa virus		人・動物		4

				ランピースキン病ウイルス		Lumpy skin disease virus		人・動物		3

				リッサウイルス属のウイルス（狂犬病ウイルスを含む。） ゾク キョウケンビョウ フク		Rabies virus and other member of the Lyssavirus genus		人・動物		3

				リフトバレー熱ウイルス		Rift Valley fever virus		人・動物		3

				リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス		Lymphocytic choriomeningitis virus		人・動物		3

				ルヨウイルス		Lujo virus		人・動物		-

				ロシオウイルス		Rocio virus		人・動物		-

		第二号
細菌
（ワクチンを除く）		アルゲンチネンス菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		Clostridium argentinense (formerly known as Clostridium botulinum - Type G)
botulinum neurotoxin producing strains		人・動物		2

				ウェルシュ菌（イプシロン毒素産生型のものに限る。）		Clostridium perfringens, epsilon toxin producing types		人・動物		2

				ウシ流産菌		Brucella abortus		人・動物		3

				オウム病クラミジア		Chlamydia psittaci (Chlamydophila psittaci)		人・動物		2

				牛肺疫菌（小コロニー型）		Mycoplasma mycoides subspecies mycoides SC (small colony)		人・動物		3

				コクシエラ属バーネッティイ		Coxiella burnetii		人・動物		3

				コレラ菌		Vibrio cholerae		人・動物		2

				志賀赤痢菌		Shigella dysenteriae		人・動物		2

				炭疽菌		Bacillus anthracis		人・動物		2

				チフス菌		Salmonella enterica subspecies enterica serovar Typhi (Salmonella typhi)		人・動物		3

				腸管出血性大腸菌（血清型Ｏ２６、Ｏ４５、Ｏ１０３、Ｏ１０４、Ｏ１１１、Ｏ１２１、Ｏ１４５及びＯ１５７）		Shiga toxin producing Escherichia coli (STEC) of serogroups O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145, O157,
and other shiga toxin producing serogroups		人・動物		-

				発疹チフスリケッチア		Rickettsia prowazekii		人・動物		3

				バラチ菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		Clostridium baratii, botulinum neurotoxin producing strains		人・動物		-

				鼻疽菌		Burkholderia mallei (Pseudomonas mallei)		人・動物		3

				ブタ流産菌		Brucella suis		人・動物		3

				ブチリカム菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		Clostridium butyricum, botulinum neurotoxin producing strains		人・動物		-

				ペスト菌		Yersinia pestis		人・動物		3

				ボツリヌス菌		Clostridium botulinum		人・動物		2

				マルタ熱菌		Brucella melitensis		人・動物		3

				山羊伝染性胸膜肺炎菌Ｆ38株		Mycoplasma capricolum subspecies capripneumoniae ("strain F38")		人・動物		2

				野兎病菌		Francisella tularensis		人・動物		3

				類鼻疽菌		Burkholderia pseudomallei (Pseudomonas pseudomallei)		人・動物		3

		第三号
毒素（免疫毒素を除く） ダイ ３ゴウ ドクソ メンエキ ドクソ ノゾ		アフラトキシン		Aflatoxins		人・動物		-

				アブリン		Abrin		人・動物		-

				ウェルシュ菌毒素（アルファ、ベータ1、ベータ2、イプシロン又はイオタの毒素に限る。） キン ドクソ マタ ドクソ カギ		Clostridium perfringens alpha, beta 1, beta 2, epsilon and iota toxins		人・動物		-

				HT-2トキシン		HT-2 toxin		人・動物		-

				黄色ブドウ球菌毒素（腸管毒素、アルファ毒素及び毒素性ショック症候群毒素） オウショク キュウキン ドクソ チョウカン ドクソ ドクソ オヨ ドクソセイ ショウコウグン ドクソ		Staphylococcus aureus enterotoxins, hemolysin alpha toxin, and toxic shock syndrome toxin
(formerly known as Staphylococcus enterotoxin F)		人・動物		-

				コノトキシン		Conotoxins		人・動物		-

				コレラ毒素 ドクソ		Cholera toxin		人・動物		-

				志賀毒素 シガ ドクソ		Shiga toxins (shiga-like toxins, verotoxins, and verocytotoxins)		人・動物		-

				ジアセトキシスシルペノール		Diacetoxyscirpenol		人・動物		-

				T-2トキシン		T-2 toxin		人・動物		-

				テトロドトキシン		Tetrodotoxin		人・動物		-

				ビスカミン		Viscumin (Viscum album lectin 1)		人・動物		-

				ボツリヌス毒素 ドクソ		Botulinum toxins		人・動物		-

				ボルケンシン		Volkensin		人・動物		-

				ミクロシスチン		Microcystins (Cyanoginosins)		人・動物		-

				モデシン		Modeccin		人・動物		-

		第四号
前号に該当するもののサブユニット ダイ ヨンゴウ ゼンゴウ ガイトウ		-		-		人・動物		-

		第五号
細菌又は菌類		クラビバクター・ミシガネンシス亜種セペドニカス		Clavibacter michiganensis subsp. Sepedonicus
(Corynebacterium michiganensis subsp. Sepedonicum or Corynebacterium sepedonicum)		植物 ショクブツ		-

				コクシジオイデス・イミチス		Coccidioides immitis		人・動物		3

				コクシジオイデス・ポサダシ		Coccidioides posadasii		人・動物		3

				コクリオボールス・ミヤベアヌス		Cochiliobolus miyabeanus (Helminthosporium oryzae)		植物 ショクブツ		-

				コレトトリクム・カーハワイ		Colletotrichum kahawae (Colletotrichum coffeanum var. virulans)		植物 ショクブツ		-

				ザンオモナス・アクソノポディス・パソバー・シトリ		Xanthomonas axonopodis pv. citri (Xanthomonas campestris pv. citri A) [Xanthomonas campestris pv. citri]		植物 ショクブツ		-

				ザントモナス・アルビリネアンス		Xanthomonas albinineans		植物 ショクブツ		-

				ザントモナス・オリゼ・パソバー・オリゼ		Xanthomonas oryzae pv. oryzae (Pseudomonas campestris pv. oryzae)		植物 ショクブツ		-

				シンキトリウム・エンドビオチクム		Synchytrium endobioticum		植物 ショクブツ		-

				スクレロフトラ・ライシアエ・バラエティー・ゼアエ		Sclerophthora rayssiae var. zeae		植物 ショクブツ		-

				セカフォラ・ソラニ		Thecaphora solani		植物 ショクブツ		-

				チレチア・インディカ		Tilletia indica		植物 ショクブツ		-

				プクシニア・グラミニス種グラミニス・バラエティー・グラミニス シュ		Puccinia graminis ssp. graminis var. graminiis / Puccinia graminis ssp. graminis var. stakmanii
(Puccinia graminis [syn. Puccinia graminis f. sp. tritici])		植物 ショクブツ		-

				プクシニア・ストリイフォルミス		Puccinia striiformis (syn. Puccinia glumarum)		植物 ショクブツ		-

				ペロノスクレロスポラ・フィリピネンシス		Peronosclerospora philippinensis (Peronosclerospora sacchari)		植物 ショクブツ		-

				マグナポルテ・オリゼ		Magnaporthe oryzae (Pyricularia oryzae)		植物 ショクブツ		-

				ミクロシクルス・ウレイ		Microcyclus ulei (syn. Dothidella ulei)		植物 ショクブツ		-

				ラルストニア・ソラナセアルム・レース３及び次亜種２		Ralstonia solanacearum, race 3 biovar 2		植物 ショクブツ		-

		第六号
遺伝子を改変した生物（意図的な分子操作によって核酸の塩基配列を生成し、又は改変されたものを含む。）であって次のいずれかを有するもの又は遺伝要素（染色体、ゲノム、プラスミド、トランスポゾン、ベクター及び復元可能な核酸断片を含む不活性化された組織体を含む。）であって次のいずれかの塩基配列を有するもの ダイ ロクゴウ		第一号に該当する遺伝子		-		人・動物
植物 ショクブツ		-

				第二号又は前号に該当する遺伝子のうち、人、動物若しくは植物の健康に重大な危害を与えるもの（転写又は翻訳した生産物を通じて危害を与えるものを含む。）又は病原性を付与若しくは増強することができるもの（血清型Ｏ二六、Ｏ四五、Ｏ一〇三、Ｏ一〇四、Ｏ 一一一、Ｏ一二一、Ｏ一四五、Ｏ一五七その他の志賀毒素を産生する血清型をもつ大腸菌の核酸の塩基配列（志賀毒素又はそのサブユニットの遺伝要素を持つものに限る。）を有するもの以外のものを除く。） フヨ		-		人・動物
植物 ショクブツ		-

				第三号又は第四号に該当するもの		-		人・動物		-





原(第1号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アフリカ馬疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アフリカ豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アンデアン･ポテト･ラテント･ウイルス		植物 ショクブツ		-

		アンデスウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		エボラウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		黄熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オムスク出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オロポーチウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ガナリトウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		キャサヌール森林病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		牛疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		クリミア･コンゴ出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		口蹄疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5又はH7のH抗原を有するものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		SARSコロナウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		再構成1918年インフルエンザウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		サビアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		サル痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		小反芻獣疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		シンノンブレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		水胞性口炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		西部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		セントルイス脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ソウルウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ダニ媒介脳炎ウイルス（極東型に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チクングニアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チャパレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		跳躍病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		テュクロウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		痘瘡ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		東部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ドブラバーベルグレドウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ニパウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		日本脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ニューカッスル病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ハンタンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚水胞病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚テシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚ヘルペスウイルス-1		ヒト・動物 ドウブツ		2

		フニンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ブルータングウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ベネズエラウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヘンドラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ポテト･スピンドル･チュバー･ウィロイド		植物 ショクブツ		-

		ポワッサンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		マチュポウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		マールブルグウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		マレー渓谷脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヤギ痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		羊痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ラグナネグラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ラッサウイルス 		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ランピースキン病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リッサウイルス属のウイルス（狂犬病ウイルスを含む。） ゾク キョウケンビョウ フク		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リフトバレー熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ルヨウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ロシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-





作業用(第1号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アフリカ馬疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アフリカ豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アンデアン･ポテト･ラテント･ウイルス		植物 ショクブツ		-

		アンデスウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		エボラウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		黄熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オムスク出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オロポーチウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ガナリトウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		キャサヌール森林病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		牛疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		クリミア･コンゴ出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		口蹄疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5又はH7のH抗原を有するものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		SARSコロナウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		再構成1918年インフルエンザウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		サビアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		サル痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		小反芻獣疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		シンノンブレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		水胞性口炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		西部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		セントルイス脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ソウルウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ダニ媒介脳炎ウイルス（極東型に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チクングニアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チャパレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		跳躍病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		テュクロウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		痘瘡ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		東部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ドブラバーベルグレドウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ニパウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		日本脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ニューカッスル病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ハンタンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚水胞病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚テシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚ヘルペスウイルス-1		ヒト・動物 ドウブツ		2

		フニンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ブルータングウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ベネズエラウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヘンドラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ポテト･スピンドル･チュバー･ウィロイド		植物 ショクブツ		-

		ポワッサンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		マチュポウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		マールブルグウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		マレー渓谷脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヤギ痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		羊痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ラグナネグラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ラッサウイルス 		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ランピースキン病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リッサウイルス属のウイルス（狂犬病ウイルスを含む。） ゾク キョウケンビョウ フク		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リフトバレー熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ルヨウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ロシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-





原(第2号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アルゲンチネンス菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウェルシュ菌（イプシロン毒素産生型のものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウシ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オウム病クラミジア		ヒト・動物 ドウブツ		2

		牛肺疫菌（小コロニー型）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシエラ属バーネッティイ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コレラ菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		志賀赤痢菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		炭疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		チフス菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		腸管出血性大腸菌（血清型O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145およびO157）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		発疹チフスリケッチア		ヒト・動物 ドウブツ		3

		バラチ菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブタ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブチリカム菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ペスト菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ボツリヌス菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		マルタ熱菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		山羊伝染性胸膜肺炎菌F38株		ヒト・動物 ドウブツ		2

		野兎病菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		類鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3





作業用(第2号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アルゲンチネンス菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウェルシュ菌（イプシロン毒素産生型のものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウシ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オウム病クラミジア		ヒト・動物 ドウブツ		2

		牛肺疫菌（小コロニー型）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシエラ属バーネッティイ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コレラ菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		志賀赤痢菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		炭疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		チフス菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		腸管出血性大腸菌（血清型O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145およびO157）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		発疹チフスリケッチア		ヒト・動物 ドウブツ		3

		バラチ菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブタ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブチリカム菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ペスト菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ボツリヌス菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		マルタ熱菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		山羊伝染性胸膜肺炎菌F38株		ヒト・動物 ドウブツ		2

		野兎病菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		類鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3





原(第5号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		クラビバクター・ミシガネンシス亜種セペドニカス		植物 ショクブツ		-

		コクシジオイデス・イミチス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシジオイデス・ポサダシ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクリオボールス・ミヤベアヌス		植物 ショクブツ		-

		コレトトリクム・カーハワイ		植物 ショクブツ		-

		ザンオモナス・アクソノポディス・パソバー・シトリ		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・アルビリネアンス		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・オリゼ・パソバー・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		シンキトリウム・エンドビオチクム		植物 ショクブツ		-

		スクレロフトラ・ライシアエ・バラエティー・ゼアエ		植物 ショクブツ		-

		セカフォラ・ソラニ		植物 ショクブツ		-

		チレチア・インディカ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・グラミニス種グラミニス・バラエティー・グラミニス シュ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・ストリイフォルミス		植物 ショクブツ		-

		ペロノスクレロスポラ・フィリピネンシス		植物 ショクブツ		-

		マグナポルテ・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		ミクロシクルス・ウレイ		植物 ショクブツ		-

		ラルストニア・ソラナセアルム・レース３及び次亜種２		植物 ショクブツ		-





作業用(第5号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		クラビバクター・ミシガネンシス亜種セペドニカス		植物 ショクブツ		-

		コクシジオイデス・イミチス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシジオイデス・ポサダシ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクリオボールス・ミヤベアヌス		植物 ショクブツ		-

		コレトトリクム・カーハワイ		植物 ショクブツ		-

		ザンオモナス・アクソノポディス・パソバー・シトリ		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・アルビリネアンス		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・オリゼ・パソバー・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		シンキトリウム・エンドビオチクム		植物 ショクブツ		-

		スクレロフトラ・ライシアエ・バラエティー・ゼアエ		植物 ショクブツ		-

		セカフォラ・ソラニ		植物 ショクブツ		-

		チレチア・インディカ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・グラミニス種グラミニス・バラエティー・グラミニス シュ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・ストリイフォルミス		植物 ショクブツ		-

		ペロノスクレロスポラ・フィリピネンシス		植物 ショクブツ		-

		マグナポルテ・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		ミクロシクルス・ウレイ		植物 ショクブツ		-

		ラルストニア・ソラナセアルム・レース３及び次亜種２		植物 ショクブツ		-
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★第1号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（ウイルス (ワクチンを除く) ） コウモク		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		エボラウイルス属の全てのウイルス ／ ガナリトウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		4		△第一号に該当する貨物の ダイ イチ ゴウ

				第一号 ダイ イチゴウ		クリミア･コンゴ出血熱ウイルス ／ サビアウイルス ／ チャパレウイルス ／						　設計または製造するために セッケイ

						ニパウイルス ／ ヘンドラウイルス ／ マチュポウイルス ／ ラッサウイルス 						　設計したプログラム セッケイ

						アフリカ馬疫ウイルス ／ アフリカ豚コレラウイルス ／ アンデスウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		3

						黄熱ウイルス ／ オムスク出血熱ウイルス ／ キャサヌール森林病ウイルス ／						●第一号に該当する貨物の ダイ イチ ゴウ

						牛疫ウイルス ／ 口蹄疫ウイルス ／ SARSコロナウイルス ／ 小反芻獣疫ウイルス ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						シンノンブレウイルス ／ 西部ウマ脳炎ウイルス ／ セントルイス脳炎ウイルス ／

						ソウルウイルス ／ ダニ媒介脳炎ウイルス (極東型に限る) ／ チクングニアウイルス ／						●上記プログラムの ジョウキ

						跳躍病ウイルス ／ 痘瘡ウイルス ／ 東部ウマ脳炎ウイルス ／ ハンタンウイルス ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						豚コレラウイルス ／ ベネズエラウマ脳炎ウイルス ／ ポワッサンウイルス ／

						マレー渓谷脳炎ウイルス ／ ラグナネグラウイルス ／ ランピースキン病ウイルス ／

						リッサウイルス属のウイルス (狂犬病ウイルスを含む) ／ リフトバレー熱ウイルス ／

						リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス

						サル痘ウイルス ／ 水胞性口炎ウイルス ／ 日本脳炎ウイルス ／ 豚水胞病ウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		2

						豚テシオウイルス ／ 豚ヘルペスウイルス-1 ／ フニンウイルス ／ ヤギ痘ウイルス ／

						羊痘ウイルス

						オロポーチウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし キテイ

						高病原性鳥インフルエンザウイルス (H5またはH7のH抗原を有するものに限る) ／

						再構成1918年インフルエンザウイルス ／ テュクロウイルス ／

						ドブラバーベルグレドウイルス ／ ニューカッスル病ウイルス ／

						ブルータングウイルス ／マールブルグウイルス属の全てのウイルス／

						ルヨウイルス ／ ロシオウイルス

						アンデアン･ポテト･ラテント･ウイルス ／ ポテト･スピンドル･チュバー･ウィロイド		植物 ショクブツ		規定なし キテイ



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第2号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（細菌 (ワクチンを除く) ） コウモク サイキン		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		ウシ流産菌 ／ 牛肺疫菌 (小コロニー型) ／ コクシエラ属バーネッティイ ／		ヒト･動物 ドウブツ		3		△第二号に該当する貨物の ダイ ニ ゴウ

				第二号 ダイ ニ ゴウ		チフス菌 ／ 発疹チフスリケッチア ／ 鼻疽菌 ／ ブタ流産菌 ／ ペスト菌 ／						　設計または製造するために セッケイ

						マルタ熱菌 ／ 野兎病菌 ／ 類鼻疽菌						　設計したプログラム セッケイ

						アルゲンチネンス菌 (ボツリヌス神経毒素産生株に限る) ／		ヒト･動物 ドウブツ		2

						ウェルシュ菌 (イプシロン毒素産生型のものに限る) ／ オウム病クラミジア ／						●第二号に該当する貨物の ダイ ニ ゴウ

						コレラ菌 ／ 志賀赤痢菌 ／ 炭疽菌 ／ ボツリヌス菌 ／ 山羊伝染性胸膜肺炎菌F38株						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						腸管出血性大腸菌 (血清型O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145およびO157) ／		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし キテイ

						バラチ菌 (ボツリヌス神経毒素産生株に限る) ／						●上記プログラムの ジョウキ

						ブチリカム菌 (ボツリヌス神経毒素産生株に限る)						　設計または製造に係る技術



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第3号, 第4号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（毒素 (免疫毒素を除く) ） コウモク ドクソ メンエキ ドクソ		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		アフラトキシン ／ アブリン ／		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし		△第三号に該当する貨物の ダイ サン ゴウ

				第三号 ダイ サン ゴウ		ウェルシュ菌毒素 (α, β1, β2, εまたはιの毒素に限る) ／ HT-2トキシン ／						　（第四号に該当する貨物の） ダイ ヨンゴウ ガイトウ カモツ

						黄色ブドウ球菌毒素 (腸管毒素, α毒素および毒素性ショック症候群毒素) ／						　設計または製造するために セッケイ

						コノトキシン ／ コレラ毒素 ／ 志賀毒素 ／ ジアセトキシスシルペノール ／						　設計したプログラム セッケイ

						T-2トキシン ／ テトロドトキシン ／ ビスカミン ／ ボツリヌス毒素 ／

						ボルケンシン ／ ミクロシスチン ／ モデシン						●第三号に該当する貨物の

				項番 コウバン		項目 コウモク		感染対象 カンセン タイショウ		クラス		　（第四号に該当する貨物の） ダイ ヨンゴウ ガイトウ カモツ

				1項		前号に該当するもののサブユニット ゼンゴウ ガイトウ		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし		　設計または製造に係る技術

				第四号 ヨン

												●上記プログラムの

												　設計または製造に係る技術



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第5号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（細菌または菌類） コウモク サイキン キンルイ		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		コクシジオイデス･イミチス ／ コクシジオイデス･ポサダシ		ヒト･動物 ドウブツ		3		△第五号に該当する貨物の ダイ ゴ ゴウ

				第五号 ダイ ゴ ゴウ		クラビバクター･ミシガネンシス亜種セペドニカス ／		植物 ショクブツ		規定なし キテイ		　設計または製造するために セッケイ

						コクリオボールス･ミヤベアヌス ／ コレトトリクム･カーハワイ ／						　設計したプログラム セッケイ

						ザンオモナス･アクソノポディス･パソバー･シトリ ／

						ザントモナス･アルビリネアンス ／ ザントモナス･オリゼ･パソバー･オリゼ ／						●第五号に該当する貨物の ダイ ゴ ゴウ

						シンキトリウム･エンドビオチクム ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						スクレロフトラ･ライシアエ･バラエティー･ゼアエ ／ セカフォラ･ソラニ ／

						チレチア･インディカ ／						●上記プログラムの ジョウキ

						プクシニア･グラミニス種グラミニス･バラエティー･グラミニス ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						プクシニア･ストリイフォルミス ／ ペロノスクレロスポラ･フィリピネンシス ／

						マグナポルテ･オリゼ ／ ミクロシクルス･ウレイ ／

						ラルストニア･ソラナセアルム･レース3および次亜種2



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第6号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目 コウモク		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		遺伝子を改変した生物 (意図的な分子操作によって核酸の塩基配列を生成し, または						△第六号に該当する貨物の ダイ ロク ゴウ

				第六号 ダイ ロク ゴウ		改変されたものを含む) であってつぎのいずれかを有するものまたは						　設計または製造するために セッケイ

						遺伝要素 (染色体, ゲノム, プラスミド, トランスポゾン, ベクターおよび						　設計したプログラム セッケイ

						復元可能な核酸断片を含む不活性化された組織体を含む) であって

						つぎのいずれかの塩基配列を有するもの						●第六号に該当する貨物の ダイ ロク ゴウ

						イ　第一号に該当する遺伝子		ヒト･動物		規定無し		　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

								植物

						ロ　第二号または前号に該当する遺伝子のうち,		ヒト･動物		規定無し		●上記プログラムの ジョウキ

						　　人, 動物もしくは植物の健康に重大な危害を与えるもの (転写または翻訳した		植物				　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						　　生産物を通じて危害を与えるものを含む) または

						　　病原性を付与若しくは増強することができるもの (血清型O26, O45, O103, O104,

						　　O111, O121, O145, O157その他の志賀毒素を産生する血清型をもつ

						　　大腸菌の核酸の塩基配列 (志賀毒素またはそのサブユニットの遺伝要素を

						　　もつものに限る) を有するもの以外のものを除く)

						ハ　第三号または第四号に該当するもの ダイ サン ゴウ ダイ ヨン ゴウ ガイトウ		ヒト･動物		規定無し



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





原(第１号-第6号)

		貨物等省令　第2条の2　第1項		和名 ワメイ		英名 エイメイ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		第一号
ウイルス
（ワクチンを除く）		アフリカ馬疫ウイルス		African horse sickness virus		人・動物		3

				アフリカ豚コレラウイルス		African swine fever virus		人・動物		3

				アンデアン・ポテト・ラテント・ウイルス		Andean potato latent virus (Potato Andean latent tymovirus)		植物 ショクブツ		-

				アンデスウイルス		Andes virus		人・動物		3

				エボラウイルス属の全てのウイルス		Ebolavirus: all members of the Ebolavirus genus		人・動物		4

				黄熱ウイルス		Yellow fever virus		人・動物		3

				オムスク出血熱ウイルス		Omsk hemorrhagic fever virus		人・動物		3

				オロポーチウイルス		Oropouche virus		人・動物		-

				ガナリトウイルス		Guanarito virus		人・動物		4

				キャサヌール森林病ウイルス		Kyasanur Forest disease virus		人・動物		3

				牛疫ウイルス		Rinderpest virus		人・動物		3

				クリミア・コンゴ出血熱ウイルス		Crimean-Congo hemorrhagic fever virus		人・動物		4

				口蹄疫ウイルス		Foot-and-mouth disease virus		人・動物		3

				高病原性鳥インフルエンザウイルス（Ｈ五又はＨ七のＨ抗原を有するものに限る。）		Avian influenza virus		人・動物		-

				ＳＡＲＳコロナウイルス		Severe acute respriratory syndrome-related coronavirus (SARS-related coronavirus)		人・動物		3

				再構成１９１８年インフルエンザウイルス		Reconstructed 1918 influenza virus		人・動物		-

				サビアウイルス		Sabia virus		人・動物		4

				サル痘ウイルス		Monkeypox virus		人・動物		2

				小反芻獣疫ウイルス		Peste-des-petits ruminants virus		人・動物		3

				シンノンブレウイルス		Sin Nombre virus		人・動物		3

				水胞性口炎ウイルス		Vesicular stomatitis virus		人・動物		2

				西部ウマ脳炎ウイルス		Western equine encephalitis virus		人・動物		3

				セントルイス脳炎ウイルス		St. Louis encephalitis virus		人・動物		3

				ソウルウイルス		Seoul virus		人・動物		3

				ダニ媒介脳炎ウイルス（極東型に限る。）		Tick-borne encephalitis virus (Far Eastern subtype)		人・動物		3

				チクングニアウイルス		Chikungunya virus		人・動物		3

				チャパレウイルス		Chapare virus		人・動物		4

				跳躍病ウイルス		Louping ill virus		人・動物		3

				テュクロウイルス		Choclo virus		人・動物		-

				痘瘡ウイルス		Variola virus		人・動物		3

				東部ウマ脳炎ウイルス		Eastern equine ensephalitis virus		人・動物		3

				ドブラバーベルグレドウイルス		Dobrava-Belgrade virus		人・動物		-

				ニパウイルス		Nipah virus		人・動物		4

				日本脳炎ウイルス		Japanese encephalitis virus		人・動物		2

				ニューカッスル病ウイルス		Newcastle disease virus		人・動物		-

				ハンタンウイルス		Hantaan virus		人・動物		3

				豚コレラウイルス		Classical swine fever virus (Hog cholera virus)		人・動物		3

				豚水胞病ウイルス		Swine vesicular disease virus		人・動物		2

				豚テシオウイルス		Porcine teschovirus		人・動物		2

				豚ヘルペスウイルス―１		Suid herpesvirus 1 (Pseudorabies virus; Aujeszkey's disease)		人・動物		2

				フニンウイルス		Junin virus		人・動物		2

				ブルータングウイルス		Bluetongue virus		人・動物		-

				ベネズエラウマ脳炎ウイルス		Venezuelan equine encephalitis virus		人・動物		3

				ヘンドラウイルス		Hendra virus (Equine morbillibirus)		人・動物		4

				ポテト・スピンドル・チュバー・ウィロイド		Potato spindle tuber viroid		植物 ショクブツ		-

				ポワッサンウイルス		Powassan virus		人・動物		3

				マチュポウイルス		Machupo virus		人・動物		4

				マールブルグウイルス属の全てのウイルス		Marburgvirus: all members of the Marburgvirus genus		人・動物		-

				マレー渓谷脳炎ウイルス		Murray Valley encephalitis virus		人・動物		3

				ヤギ痘ウイルス		Goatpox virus		人・動物		2

				羊痘ウイルス		Sheeppox virus		人・動物		2

				ラグナネグラウイルス		Laguna Negra virus		人・動物		3

				ラッサウイルス 		Lassa virus		人・動物		4

				ランピースキン病ウイルス		Lumpy skin disease virus		人・動物		3

				リッサウイルス属のウイルス（狂犬病ウイルスを含む。） ゾク キョウケンビョウ フク		Rabies virus and other member of the Lyssavirus genus		人・動物		3

				リフトバレー熱ウイルス		Rift Valley fever virus		人・動物		3

				リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス		Lymphocytic choriomeningitis virus		人・動物		3

				ルヨウイルス		Lujo virus		人・動物		-

				ロシオウイルス		Rocio virus		人・動物		-

		第二号
細菌
（ワクチンを除く）		アルゲンチネンス菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		Clostridium argentinense (formerly known as Clostridium botulinum - Type G)
botulinum neurotoxin producing strains		人・動物		2

				ウェルシュ菌（イプシロン毒素産生型のものに限る。）		Clostridium perfringens, epsilon toxin producing types		人・動物		2

				ウシ流産菌		Brucella abortus		人・動物		3

				オウム病クラミジア		Chlamydia psittaci (Chlamydophila psittaci)		人・動物		2

				牛肺疫菌（小コロニー型）		Mycoplasma mycoides subspecies mycoides SC (small colony)		人・動物		3

				コクシエラ属バーネッティイ		Coxiella burnetii		人・動物		3

				コレラ菌		Vibrio cholerae		人・動物		2

				志賀赤痢菌		Shigella dysenteriae		人・動物		2

				炭疽菌		Bacillus anthracis		人・動物		2

				チフス菌		Salmonella enterica subspecies enterica serovar Typhi (Salmonella typhi)		人・動物		3

				腸管出血性大腸菌（血清型Ｏ２６、Ｏ４５、Ｏ１０３、Ｏ１０４、Ｏ１１１、Ｏ１２１、Ｏ１４５及びＯ１５７）		Shiga toxin producing Escherichia coli (STEC) of serogroups O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145, O157,
and other shiga toxin producing serogroups		人・動物		-

				発疹チフスリケッチア		Rickettsia prowazekii		人・動物		3

				バラチ菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		Clostridium baratii, botulinum neurotoxin producing strains		人・動物		-

				鼻疽菌		Burkholderia mallei (Pseudomonas mallei)		人・動物		3

				ブタ流産菌		Brucella suis		人・動物		3

				ブチリカム菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		Clostridium butyricum, botulinum neurotoxin producing strains		人・動物		-

				ペスト菌		Yersinia pestis		人・動物		3

				ボツリヌス菌		Clostridium botulinum		人・動物		2

				マルタ熱菌		Brucella melitensis		人・動物		3

				山羊伝染性胸膜肺炎菌Ｆ38株		Mycoplasma capricolum subspecies capripneumoniae ("strain F38")		人・動物		2

				野兎病菌		Francisella tularensis		人・動物		3

				類鼻疽菌		Burkholderia pseudomallei (Pseudomonas pseudomallei)		人・動物		3

		第三号
毒素（免疫毒素を除く） ダイ ３ゴウ ドクソ メンエキ ドクソ ノゾ		アフラトキシン		Aflatoxins		人・動物		-

				アブリン		Abrin		人・動物		-

				ウェルシュ菌毒素（アルファ、ベータ1、ベータ2、イプシロン又はイオタの毒素に限る。） キン ドクソ マタ ドクソ カギ		Clostridium perfringens alpha, beta 1, beta 2, epsilon and iota toxins		人・動物		-

				HT-2トキシン		HT-2 toxin		人・動物		-

				黄色ブドウ球菌毒素（腸管毒素、アルファ毒素及び毒素性ショック症候群毒素） オウショク キュウキン ドクソ チョウカン ドクソ ドクソ オヨ ドクソセイ ショウコウグン ドクソ		Staphylococcus aureus enterotoxins, hemolysin alpha toxin, and toxic shock syndrome toxin
(formerly known as Staphylococcus enterotoxin F)		人・動物		-

				コノトキシン		Conotoxins		人・動物		-

				コレラ毒素 ドクソ		Cholera toxin		人・動物		-

				志賀毒素 シガ ドクソ		Shiga toxins (shiga-like toxins, verotoxins, and verocytotoxins)		人・動物		-

				ジアセトキシスシルペノール		Diacetoxyscirpenol		人・動物		-

				T-2トキシン		T-2 toxin		人・動物		-

				テトロドトキシン		Tetrodotoxin		人・動物		-

				ビスカミン		Viscumin (Viscum album lectin 1)		人・動物		-

				ボツリヌス毒素 ドクソ		Botulinum toxins		人・動物		-

				ボルケンシン		Volkensin		人・動物		-

				ミクロシスチン		Microcystins (Cyanoginosins)		人・動物		-

				モデシン		Modeccin		人・動物		-

		第四号
前号に該当するもののサブユニット ダイ ヨンゴウ ゼンゴウ ガイトウ		-		-		人・動物		-

		第五号
細菌又は菌類		クラビバクター・ミシガネンシス亜種セペドニカス		Clavibacter michiganensis subsp. Sepedonicus
(Corynebacterium michiganensis subsp. Sepedonicum or Corynebacterium sepedonicum)		植物 ショクブツ		-

				コクシジオイデス・イミチス		Coccidioides immitis		人・動物		3

				コクシジオイデス・ポサダシ		Coccidioides posadasii		人・動物		3

				コクリオボールス・ミヤベアヌス		Cochiliobolus miyabeanus (Helminthosporium oryzae)		植物 ショクブツ		-

				コレトトリクム・カーハワイ		Colletotrichum kahawae (Colletotrichum coffeanum var. virulans)		植物 ショクブツ		-

				ザンオモナス・アクソノポディス・パソバー・シトリ		Xanthomonas axonopodis pv. citri (Xanthomonas campestris pv. citri A) [Xanthomonas campestris pv. citri]		植物 ショクブツ		-

				ザントモナス・アルビリネアンス		Xanthomonas albinineans		植物 ショクブツ		-

				ザントモナス・オリゼ・パソバー・オリゼ		Xanthomonas oryzae pv. oryzae (Pseudomonas campestris pv. oryzae)		植物 ショクブツ		-

				シンキトリウム・エンドビオチクム		Synchytrium endobioticum		植物 ショクブツ		-

				スクレロフトラ・ライシアエ・バラエティー・ゼアエ		Sclerophthora rayssiae var. zeae		植物 ショクブツ		-

				セカフォラ・ソラニ		Thecaphora solani		植物 ショクブツ		-

				チレチア・インディカ		Tilletia indica		植物 ショクブツ		-

				プクシニア・グラミニス種グラミニス・バラエティー・グラミニス シュ		Puccinia graminis ssp. graminis var. graminiis / Puccinia graminis ssp. graminis var. stakmanii
(Puccinia graminis [syn. Puccinia graminis f. sp. tritici])		植物 ショクブツ		-

				プクシニア・ストリイフォルミス		Puccinia striiformis (syn. Puccinia glumarum)		植物 ショクブツ		-

				ペロノスクレロスポラ・フィリピネンシス		Peronosclerospora philippinensis (Peronosclerospora sacchari)		植物 ショクブツ		-

				マグナポルテ・オリゼ		Magnaporthe oryzae (Pyricularia oryzae)		植物 ショクブツ		-

				ミクロシクルス・ウレイ		Microcyclus ulei (syn. Dothidella ulei)		植物 ショクブツ		-

				ラルストニア・ソラナセアルム・レース３及び次亜種２		Ralstonia solanacearum, race 3 biovar 2		植物 ショクブツ		-

		第六号
遺伝子を改変した生物（意図的な分子操作によって核酸の塩基配列を生成し、又は改変されたものを含む。）であって次のいずれかを有するもの又は遺伝要素（染色体、ゲノム、プラスミド、トランスポゾン、ベクター及び復元可能な核酸断片を含む不活性化された組織体を含む。）であって次のいずれかの塩基配列を有するもの ダイ ロクゴウ		第一号に該当する遺伝子		-		人・動物
植物 ショクブツ		-

				第二号又は前号に該当する遺伝子のうち、人、動物若しくは植物の健康に重大な危害を与えるもの（転写又は翻訳した生産物を通じて危害を与えるものを含む。）又は病原性を付与若しくは増強することができるもの（血清型Ｏ二六、Ｏ四五、Ｏ一〇三、Ｏ一〇四、Ｏ 一一一、Ｏ一二一、Ｏ一四五、Ｏ一五七その他の志賀毒素を産生する血清型をもつ大腸菌の核酸の塩基配列（志賀毒素又はそのサブユニットの遺伝要素を持つものに限る。）を有するもの以外のものを除く。） フヨ		-		人・動物
植物 ショクブツ		-

				第三号又は第四号に該当するもの		-		人・動物		-





原(第1号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アフリカ馬疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アフリカ豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アンデアン･ポテト･ラテント･ウイルス		植物 ショクブツ		-

		アンデスウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		エボラウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		黄熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オムスク出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オロポーチウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ガナリトウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		キャサヌール森林病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		牛疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		クリミア･コンゴ出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		口蹄疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5又はH7のH抗原を有するものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		SARSコロナウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		再構成1918年インフルエンザウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		サビアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		サル痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		小反芻獣疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		シンノンブレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		水胞性口炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		西部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		セントルイス脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ソウルウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ダニ媒介脳炎ウイルス（極東型に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チクングニアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チャパレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		跳躍病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		テュクロウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		痘瘡ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		東部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ドブラバーベルグレドウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ニパウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		日本脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ニューカッスル病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ハンタンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚水胞病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚テシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚ヘルペスウイルス-1		ヒト・動物 ドウブツ		2

		フニンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ブルータングウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ベネズエラウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヘンドラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ポテト･スピンドル･チュバー･ウィロイド		植物 ショクブツ		-

		ポワッサンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		マチュポウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		マールブルグウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		マレー渓谷脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヤギ痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		羊痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ラグナネグラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ラッサウイルス 		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ランピースキン病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リッサウイルス属のウイルス（狂犬病ウイルスを含む。） ゾク キョウケンビョウ フク		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リフトバレー熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ルヨウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ロシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-





作業用(第1号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アフリカ馬疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アフリカ豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アンデアン･ポテト･ラテント･ウイルス		植物 ショクブツ		-

		アンデスウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		エボラウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		黄熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オムスク出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オロポーチウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ガナリトウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		キャサヌール森林病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		牛疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		クリミア･コンゴ出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		口蹄疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5又はH7のH抗原を有するものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		SARSコロナウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		再構成1918年インフルエンザウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		サビアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		サル痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		小反芻獣疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		シンノンブレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		水胞性口炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		西部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		セントルイス脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ソウルウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ダニ媒介脳炎ウイルス（極東型に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チクングニアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チャパレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		跳躍病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		テュクロウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		痘瘡ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		東部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ドブラバーベルグレドウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ニパウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		日本脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ニューカッスル病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ハンタンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚水胞病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚テシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚ヘルペスウイルス-1		ヒト・動物 ドウブツ		2

		フニンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ブルータングウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ベネズエラウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヘンドラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ポテト･スピンドル･チュバー･ウィロイド		植物 ショクブツ		-

		ポワッサンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		マチュポウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		マールブルグウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		マレー渓谷脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヤギ痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		羊痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ラグナネグラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ラッサウイルス 		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ランピースキン病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リッサウイルス属のウイルス（狂犬病ウイルスを含む。） ゾク キョウケンビョウ フク		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リフトバレー熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ルヨウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ロシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-





原(第2号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アルゲンチネンス菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウェルシュ菌（イプシロン毒素産生型のものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウシ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オウム病クラミジア		ヒト・動物 ドウブツ		2

		牛肺疫菌（小コロニー型）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシエラ属バーネッティイ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コレラ菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		志賀赤痢菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		炭疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		チフス菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		腸管出血性大腸菌（血清型O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145およびO157）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		発疹チフスリケッチア		ヒト・動物 ドウブツ		3

		バラチ菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブタ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブチリカム菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ペスト菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ボツリヌス菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		マルタ熱菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		山羊伝染性胸膜肺炎菌F38株		ヒト・動物 ドウブツ		2

		野兎病菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		類鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3





作業用(第2号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アルゲンチネンス菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウェルシュ菌（イプシロン毒素産生型のものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウシ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オウム病クラミジア		ヒト・動物 ドウブツ		2

		牛肺疫菌（小コロニー型）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシエラ属バーネッティイ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コレラ菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		志賀赤痢菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		炭疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		チフス菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		腸管出血性大腸菌（血清型O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145およびO157）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		発疹チフスリケッチア		ヒト・動物 ドウブツ		3

		バラチ菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブタ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブチリカム菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ペスト菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ボツリヌス菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		マルタ熱菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		山羊伝染性胸膜肺炎菌F38株		ヒト・動物 ドウブツ		2

		野兎病菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		類鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3





原(第5号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		クラビバクター・ミシガネンシス亜種セペドニカス		植物 ショクブツ		-

		コクシジオイデス・イミチス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシジオイデス・ポサダシ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクリオボールス・ミヤベアヌス		植物 ショクブツ		-

		コレトトリクム・カーハワイ		植物 ショクブツ		-

		ザンオモナス・アクソノポディス・パソバー・シトリ		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・アルビリネアンス		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・オリゼ・パソバー・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		シンキトリウム・エンドビオチクム		植物 ショクブツ		-

		スクレロフトラ・ライシアエ・バラエティー・ゼアエ		植物 ショクブツ		-

		セカフォラ・ソラニ		植物 ショクブツ		-

		チレチア・インディカ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・グラミニス種グラミニス・バラエティー・グラミニス シュ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・ストリイフォルミス		植物 ショクブツ		-

		ペロノスクレロスポラ・フィリピネンシス		植物 ショクブツ		-

		マグナポルテ・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		ミクロシクルス・ウレイ		植物 ショクブツ		-

		ラルストニア・ソラナセアルム・レース３及び次亜種２		植物 ショクブツ		-





作業用(第5号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		クラビバクター・ミシガネンシス亜種セペドニカス		植物 ショクブツ		-

		コクシジオイデス・イミチス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシジオイデス・ポサダシ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクリオボールス・ミヤベアヌス		植物 ショクブツ		-

		コレトトリクム・カーハワイ		植物 ショクブツ		-

		ザンオモナス・アクソノポディス・パソバー・シトリ		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・アルビリネアンス		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・オリゼ・パソバー・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		シンキトリウム・エンドビオチクム		植物 ショクブツ		-

		スクレロフトラ・ライシアエ・バラエティー・ゼアエ		植物 ショクブツ		-

		セカフォラ・ソラニ		植物 ショクブツ		-

		チレチア・インディカ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・グラミニス種グラミニス・バラエティー・グラミニス シュ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・ストリイフォルミス		植物 ショクブツ		-

		ペロノスクレロスポラ・フィリピネンシス		植物 ショクブツ		-

		マグナポルテ・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		ミクロシクルス・ウレイ		植物 ショクブツ		-

		ラルストニア・ソラナセアルム・レース３及び次亜種２		植物 ショクブツ		-
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★第1号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（ウイルス (ワクチンを除く) ） コウモク		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		エボラウイルス属の全てのウイルス ／ ガナリトウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		4		△第一号に該当する貨物の ダイ イチ ゴウ

				第一号 ダイ イチゴウ		クリミア･コンゴ出血熱ウイルス ／ サビアウイルス ／ チャパレウイルス ／						　設計または製造するために セッケイ

						ニパウイルス ／ ヘンドラウイルス ／ マチュポウイルス ／ ラッサウイルス 						　設計したプログラム セッケイ

						アフリカ馬疫ウイルス ／ アフリカ豚コレラウイルス ／ アンデスウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		3

						黄熱ウイルス ／ オムスク出血熱ウイルス ／ キャサヌール森林病ウイルス ／						●第一号に該当する貨物の ダイ イチ ゴウ

						牛疫ウイルス ／ 口蹄疫ウイルス ／ SARSコロナウイルス ／ 小反芻獣疫ウイルス ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						シンノンブレウイルス ／ 西部ウマ脳炎ウイルス ／ セントルイス脳炎ウイルス ／

						ソウルウイルス ／ ダニ媒介脳炎ウイルス (極東型に限る) ／ チクングニアウイルス ／						●上記プログラムの ジョウキ

						跳躍病ウイルス ／ 痘瘡ウイルス ／ 東部ウマ脳炎ウイルス ／ ハンタンウイルス ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						豚コレラウイルス ／ ベネズエラウマ脳炎ウイルス ／ ポワッサンウイルス ／

						マレー渓谷脳炎ウイルス ／ ラグナネグラウイルス ／ ランピースキン病ウイルス ／

						リッサウイルス属のウイルス (狂犬病ウイルスを含む) ／ リフトバレー熱ウイルス ／

						リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス

						サル痘ウイルス ／ 水胞性口炎ウイルス ／ 日本脳炎ウイルス ／ 豚水胞病ウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		2

						豚テシオウイルス ／ 豚ヘルペスウイルス-1 ／ フニンウイルス ／ ヤギ痘ウイルス ／

						羊痘ウイルス

						オロポーチウイルス ／		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし キテイ

						高病原性鳥インフルエンザウイルス (H5またはH7のH抗原を有するものに限る) ／

						再構成1918年インフルエンザウイルス ／ テュクロウイルス ／

						ドブラバーベルグレドウイルス ／ ニューカッスル病ウイルス ／

						ブルータングウイルス ／マールブルグウイルス属の全てのウイルス／

						ルヨウイルス ／ ロシオウイルス

						アンデアン･ポテト･ラテント･ウイルス ／ ポテト･スピンドル･チュバー･ウィロイド		植物 ショクブツ		規定なし キテイ



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第2号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（細菌 (ワクチンを除く) ） コウモク サイキン		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		ウシ流産菌 ／ 牛肺疫菌 (小コロニー型) ／ コクシエラ属バーネッティイ ／		ヒト･動物 ドウブツ		3		△第二号に該当する貨物の ダイ ニ ゴウ

				第二号 ダイ ニ ゴウ		チフス菌 ／ 発疹チフスリケッチア ／ 鼻疽菌 ／ ブタ流産菌 ／ ペスト菌 ／						　設計または製造するために セッケイ

						マルタ熱菌 ／ 野兎病菌 ／ 類鼻疽菌						　設計したプログラム セッケイ

						アルゲンチネンス菌 (ボツリヌス神経毒素産生株に限る) ／		ヒト･動物 ドウブツ		2

						ウェルシュ菌 (イプシロン毒素産生型のものに限る) ／ オウム病クラミジア ／						●第二号に該当する貨物の ダイ ニ ゴウ

						コレラ菌 ／ 志賀赤痢菌 ／ 炭疽菌 ／ ボツリヌス菌 ／ 山羊伝染性胸膜肺炎菌F38株						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						腸管出血性大腸菌 (血清型O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145およびO157) ／		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし キテイ

						バラチ菌 (ボツリヌス神経毒素産生株に限る) ／						●上記プログラムの ジョウキ

						ブチリカム菌 (ボツリヌス神経毒素産生株に限る)						　設計または製造に係る技術



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第3号, 第4号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（毒素 (免疫毒素を除く) ） コウモク ドクソ メンエキ ドクソ		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		アフラトキシン ／ アブリン ／		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし		△第三号に該当する貨物の ダイ サン ゴウ

				第三号 ダイ サン ゴウ		ウェルシュ菌毒素 (α, β1, β2, εまたはιの毒素に限る) ／ HT-2トキシン ／						　（第四号に該当する貨物の） ダイ ヨンゴウ ガイトウ カモツ

						黄色ブドウ球菌毒素 (腸管毒素, α毒素および毒素性ショック症候群毒素) ／						　設計または製造するために セッケイ

						コノトキシン ／ コレラ毒素 ／ 志賀毒素 ／ ジアセトキシスシルペノール ／						　設計したプログラム セッケイ

						T-2トキシン ／ テトロドトキシン ／ ビスカミン ／ ボツリヌス毒素 ／

						ボルケンシン ／ ミクロシスチン ／ モデシン						●第三号に該当する貨物の

				項番 コウバン		項目 コウモク		感染対象 カンセン タイショウ		クラス		　（第四号に該当する貨物の） ダイ ヨンゴウ ガイトウ カモツ

				1項		前号に該当するもののサブユニット ゼンゴウ ガイトウ		ヒト･動物 ドウブツ		規定なし		　設計または製造に係る技術

				第四号 ヨン

												●上記プログラムの

												　設計または製造に係る技術



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第5号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目（細菌または菌類） コウモク サイキン キンルイ		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		コクシジオイデス･イミチス ／ コクシジオイデス･ポサダシ		ヒト･動物 ドウブツ		3		△第五号に該当する貨物の ダイ ゴ ゴウ

				第五号 ダイ ゴ ゴウ		クラビバクター･ミシガネンシス亜種セペドニカス ／		植物 ショクブツ		規定なし キテイ		　設計または製造するために セッケイ

						コクリオボールス･ミヤベアヌス ／ コレトトリクム･カーハワイ ／						　設計したプログラム セッケイ

						ザンオモナス･アクソノポディス･パソバー･シトリ ／

						ザントモナス･アルビリネアンス ／ ザントモナス･オリゼ･パソバー･オリゼ ／						●第五号に該当する貨物の ダイ ゴ ゴウ

						シンキトリウム･エンドビオチクム ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						スクレロフトラ･ライシアエ･バラエティー･ゼアエ ／ セカフォラ･ソラニ ／

						チレチア･インディカ ／						●上記プログラムの ジョウキ

						プクシニア･グラミニス種グラミニス･バラエティー･グラミニス ／						　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						プクシニア･ストリイフォルミス ／ ペロノスクレロスポラ･フィリピネンシス ／

						マグナポルテ･オリゼ ／ ミクロシクルス･ウレイ ／

						ラルストニア･ソラナセアルム･レース3および次亜種2



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





★第6号



				輸出令 第3の2項(1) [★1] ユシュツ レイ ダイ コウ				AG
[★2]		研究開発 ケンキュウ カイハツ		外為令 別表 3の2項(1) ガイタメレイ ベッピョウ

				貨物等省令 第2条の2 カモツ トウ ショウレイ ダイ ジョウ						二種省令 ニシュ ショウレイ

										[★3]

				項番 コウバン		項目 コウモク		感染対象 カンセン タイショウ		クラス

				1項 コウ		遺伝子を改変した生物 (意図的な分子操作によって核酸の塩基配列を生成し, または						△第六号に該当する貨物の ダイ ロク ゴウ

				第六号 ダイ ロク ゴウ		改変されたものを含む) であってつぎのいずれかを有するものまたは						　設計または製造するために セッケイ

						遺伝要素 (染色体, ゲノム, プラスミド, トランスポゾン, ベクターおよび						　設計したプログラム セッケイ

						復元可能な核酸断片を含む不活性化された組織体を含む) であって

						つぎのいずれかの塩基配列を有するもの						●第六号に該当する貨物の ダイ ロク ゴウ

						イ　第一号に該当する遺伝子		(ヒト･動物)		規定無し		　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

								(植物)

						ロ　第二号または前号に該当する遺伝子のうち,		(ヒト･動物)		規定無し		●上記プログラムの ジョウキ

						　　人, 動物もしくは植物の健康に重大な危害を与えるもの (転写または翻訳した		(植物)				　設計または製造に係る技術 セッケイ セイゾウ カカ ギジュツ

						　　生産物を通じて危害を与えるものを含む) または

						　　病原性を付与若しくは増強することができるもの (血清型O26, O45, O103, O104,

						　　O111, O121, O145, O157その他の志賀毒素を産生する血清型をもつ

						　　大腸菌の核酸の塩基配列 (志賀毒素またはそのサブユニットの遺伝要素を

						　　もつものに限る) を有するもの以外のものを除く)

						ハ　第三号または第四号に該当するもの ダイ サン ゴウ ダイ ヨン ゴウ ガイトウ		(ヒト･動物)		規定無し



				★1		軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物，毒素もしくはそのサブユニットまたは遺伝子であって，経済産業省令で定めるもの グンヨウ サイキン セイザイ ゲンリョウ モチ セイブツ ドクソ イデンシ ケイザイ サンギョウショウ レイ サダ

				★2		Australia Gr. Common Control List Handbook Vol. II

				★3		研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令				クラス　病原性　伝播性 ビョウゲンセイ デンパ セイ

						（⇐ 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律）				　４　　　高　　　高 タカ タカ

										　３　　　高　　　低 ヒク

										　２　　　低　　　－ ヒク





原(第１号-第6号)

		貨物等省令　第2条の2　第1項		和名 ワメイ		英名 エイメイ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		第一号
ウイルス
（ワクチンを除く）		アフリカ馬疫ウイルス		African horse sickness virus		人・動物		3

				アフリカ豚コレラウイルス		African swine fever virus		人・動物		3

				アンデアン・ポテト・ラテント・ウイルス		Andean potato latent virus (Potato Andean latent tymovirus)		植物 ショクブツ		-

				アンデスウイルス		Andes virus		人・動物		3

				エボラウイルス属の全てのウイルス		Ebolavirus: all members of the Ebolavirus genus		人・動物		4

				黄熱ウイルス		Yellow fever virus		人・動物		3

				オムスク出血熱ウイルス		Omsk hemorrhagic fever virus		人・動物		3

				オロポーチウイルス		Oropouche virus		人・動物		-

				ガナリトウイルス		Guanarito virus		人・動物		4

				キャサヌール森林病ウイルス		Kyasanur Forest disease virus		人・動物		3

				牛疫ウイルス		Rinderpest virus		人・動物		3

				クリミア・コンゴ出血熱ウイルス		Crimean-Congo hemorrhagic fever virus		人・動物		4

				口蹄疫ウイルス		Foot-and-mouth disease virus		人・動物		3

				高病原性鳥インフルエンザウイルス（Ｈ五又はＨ七のＨ抗原を有するものに限る。）		Avian influenza virus		人・動物		-

				ＳＡＲＳコロナウイルス		Severe acute respriratory syndrome-related coronavirus (SARS-related coronavirus)		人・動物		3

				再構成１９１８年インフルエンザウイルス		Reconstructed 1918 influenza virus		人・動物		-

				サビアウイルス		Sabia virus		人・動物		4

				サル痘ウイルス		Monkeypox virus		人・動物		2

				小反芻獣疫ウイルス		Peste-des-petits ruminants virus		人・動物		3

				シンノンブレウイルス		Sin Nombre virus		人・動物		3

				水胞性口炎ウイルス		Vesicular stomatitis virus		人・動物		2

				西部ウマ脳炎ウイルス		Western equine encephalitis virus		人・動物		3

				セントルイス脳炎ウイルス		St. Louis encephalitis virus		人・動物		3

				ソウルウイルス		Seoul virus		人・動物		3

				ダニ媒介脳炎ウイルス（極東型に限る。）		Tick-borne encephalitis virus (Far Eastern subtype)		人・動物		3

				チクングニアウイルス		Chikungunya virus		人・動物		3

				チャパレウイルス		Chapare virus		人・動物		4

				跳躍病ウイルス		Louping ill virus		人・動物		3

				テュクロウイルス		Choclo virus		人・動物		-

				痘瘡ウイルス		Variola virus		人・動物		3

				東部ウマ脳炎ウイルス		Eastern equine ensephalitis virus		人・動物		3

				ドブラバーベルグレドウイルス		Dobrava-Belgrade virus		人・動物		-

				ニパウイルス		Nipah virus		人・動物		4

				日本脳炎ウイルス		Japanese encephalitis virus		人・動物		2

				ニューカッスル病ウイルス		Newcastle disease virus		人・動物		-

				ハンタンウイルス		Hantaan virus		人・動物		3

				豚コレラウイルス		Classical swine fever virus (Hog cholera virus)		人・動物		3

				豚水胞病ウイルス		Swine vesicular disease virus		人・動物		2

				豚テシオウイルス		Porcine teschovirus		人・動物		2

				豚ヘルペスウイルス―１		Suid herpesvirus 1 (Pseudorabies virus; Aujeszkey's disease)		人・動物		2

				フニンウイルス		Junin virus		人・動物		2

				ブルータングウイルス		Bluetongue virus		人・動物		-

				ベネズエラウマ脳炎ウイルス		Venezuelan equine encephalitis virus		人・動物		3

				ヘンドラウイルス		Hendra virus (Equine morbillibirus)		人・動物		4

				ポテト・スピンドル・チュバー・ウィロイド		Potato spindle tuber viroid		植物 ショクブツ		-

				ポワッサンウイルス		Powassan virus		人・動物		3

				マチュポウイルス		Machupo virus		人・動物		4

				マールブルグウイルス属の全てのウイルス		Marburgvirus: all members of the Marburgvirus genus		人・動物		-

				マレー渓谷脳炎ウイルス		Murray Valley encephalitis virus		人・動物		3

				ヤギ痘ウイルス		Goatpox virus		人・動物		2

				羊痘ウイルス		Sheeppox virus		人・動物		2

				ラグナネグラウイルス		Laguna Negra virus		人・動物		3

				ラッサウイルス 		Lassa virus		人・動物		4

				ランピースキン病ウイルス		Lumpy skin disease virus		人・動物		3

				リッサウイルス属のウイルス（狂犬病ウイルスを含む。） ゾク キョウケンビョウ フク		Rabies virus and other member of the Lyssavirus genus		人・動物		3

				リフトバレー熱ウイルス		Rift Valley fever virus		人・動物		3

				リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス		Lymphocytic choriomeningitis virus		人・動物		3

				ルヨウイルス		Lujo virus		人・動物		-

				ロシオウイルス		Rocio virus		人・動物		-

		第二号
細菌
（ワクチンを除く）		アルゲンチネンス菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		Clostridium argentinense (formerly known as Clostridium botulinum - Type G)
botulinum neurotoxin producing strains		人・動物		2

				ウェルシュ菌（イプシロン毒素産生型のものに限る。）		Clostridium perfringens, epsilon toxin producing types		人・動物		2

				ウシ流産菌		Brucella abortus		人・動物		3

				オウム病クラミジア		Chlamydia psittaci (Chlamydophila psittaci)		人・動物		2

				牛肺疫菌（小コロニー型）		Mycoplasma mycoides subspecies mycoides SC (small colony)		人・動物		3

				コクシエラ属バーネッティイ		Coxiella burnetii		人・動物		3

				コレラ菌		Vibrio cholerae		人・動物		2

				志賀赤痢菌		Shigella dysenteriae		人・動物		2

				炭疽菌		Bacillus anthracis		人・動物		2

				チフス菌		Salmonella enterica subspecies enterica serovar Typhi (Salmonella typhi)		人・動物		3

				腸管出血性大腸菌（血清型Ｏ２６、Ｏ４５、Ｏ１０３、Ｏ１０４、Ｏ１１１、Ｏ１２１、Ｏ１４５及びＯ１５７）		Shiga toxin producing Escherichia coli (STEC) of serogroups O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145, O157,
and other shiga toxin producing serogroups		人・動物		-

				発疹チフスリケッチア		Rickettsia prowazekii		人・動物		3

				バラチ菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		Clostridium baratii, botulinum neurotoxin producing strains		人・動物		-

				鼻疽菌		Burkholderia mallei (Pseudomonas mallei)		人・動物		3

				ブタ流産菌		Brucella suis		人・動物		3

				ブチリカム菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		Clostridium butyricum, botulinum neurotoxin producing strains		人・動物		-

				ペスト菌		Yersinia pestis		人・動物		3

				ボツリヌス菌		Clostridium botulinum		人・動物		2

				マルタ熱菌		Brucella melitensis		人・動物		3

				山羊伝染性胸膜肺炎菌Ｆ38株		Mycoplasma capricolum subspecies capripneumoniae ("strain F38")		人・動物		2

				野兎病菌		Francisella tularensis		人・動物		3

				類鼻疽菌		Burkholderia pseudomallei (Pseudomonas pseudomallei)		人・動物		3

		第三号
毒素（免疫毒素を除く） ダイ ３ゴウ ドクソ メンエキ ドクソ ノゾ		アフラトキシン		Aflatoxins		人・動物		-

				アブリン		Abrin		人・動物		-

				ウェルシュ菌毒素（アルファ、ベータ1、ベータ2、イプシロン又はイオタの毒素に限る。） キン ドクソ マタ ドクソ カギ		Clostridium perfringens alpha, beta 1, beta 2, epsilon and iota toxins		人・動物		-

				HT-2トキシン		HT-2 toxin		人・動物		-

				黄色ブドウ球菌毒素（腸管毒素、アルファ毒素及び毒素性ショック症候群毒素） オウショク キュウキン ドクソ チョウカン ドクソ ドクソ オヨ ドクソセイ ショウコウグン ドクソ		Staphylococcus aureus enterotoxins, hemolysin alpha toxin, and toxic shock syndrome toxin
(formerly known as Staphylococcus enterotoxin F)		人・動物		-

				コノトキシン		Conotoxins		人・動物		-

				コレラ毒素 ドクソ		Cholera toxin		人・動物		-

				志賀毒素 シガ ドクソ		Shiga toxins (shiga-like toxins, verotoxins, and verocytotoxins)		人・動物		-

				ジアセトキシスシルペノール		Diacetoxyscirpenol		人・動物		-

				T-2トキシン		T-2 toxin		人・動物		-

				テトロドトキシン		Tetrodotoxin		人・動物		-

				ビスカミン		Viscumin (Viscum album lectin 1)		人・動物		-

				ボツリヌス毒素 ドクソ		Botulinum toxins		人・動物		-

				ボルケンシン		Volkensin		人・動物		-

				ミクロシスチン		Microcystins (Cyanoginosins)		人・動物		-

				モデシン		Modeccin		人・動物		-

		第四号
前号に該当するもののサブユニット ダイ ヨンゴウ ゼンゴウ ガイトウ		-		-		人・動物		-

		第五号
細菌又は菌類		クラビバクター・ミシガネンシス亜種セペドニカス		Clavibacter michiganensis subsp. Sepedonicus
(Corynebacterium michiganensis subsp. Sepedonicum or Corynebacterium sepedonicum)		植物 ショクブツ		-

				コクシジオイデス・イミチス		Coccidioides immitis		人・動物		3

				コクシジオイデス・ポサダシ		Coccidioides posadasii		人・動物		3

				コクリオボールス・ミヤベアヌス		Cochiliobolus miyabeanus (Helminthosporium oryzae)		植物 ショクブツ		-

				コレトトリクム・カーハワイ		Colletotrichum kahawae (Colletotrichum coffeanum var. virulans)		植物 ショクブツ		-

				ザンオモナス・アクソノポディス・パソバー・シトリ		Xanthomonas axonopodis pv. citri (Xanthomonas campestris pv. citri A) [Xanthomonas campestris pv. citri]		植物 ショクブツ		-

				ザントモナス・アルビリネアンス		Xanthomonas albinineans		植物 ショクブツ		-

				ザントモナス・オリゼ・パソバー・オリゼ		Xanthomonas oryzae pv. oryzae (Pseudomonas campestris pv. oryzae)		植物 ショクブツ		-

				シンキトリウム・エンドビオチクム		Synchytrium endobioticum		植物 ショクブツ		-

				スクレロフトラ・ライシアエ・バラエティー・ゼアエ		Sclerophthora rayssiae var. zeae		植物 ショクブツ		-

				セカフォラ・ソラニ		Thecaphora solani		植物 ショクブツ		-

				チレチア・インディカ		Tilletia indica		植物 ショクブツ		-

				プクシニア・グラミニス種グラミニス・バラエティー・グラミニス シュ		Puccinia graminis ssp. graminis var. graminiis / Puccinia graminis ssp. graminis var. stakmanii
(Puccinia graminis [syn. Puccinia graminis f. sp. tritici])		植物 ショクブツ		-

				プクシニア・ストリイフォルミス		Puccinia striiformis (syn. Puccinia glumarum)		植物 ショクブツ		-

				ペロノスクレロスポラ・フィリピネンシス		Peronosclerospora philippinensis (Peronosclerospora sacchari)		植物 ショクブツ		-

				マグナポルテ・オリゼ		Magnaporthe oryzae (Pyricularia oryzae)		植物 ショクブツ		-

				ミクロシクルス・ウレイ		Microcyclus ulei (syn. Dothidella ulei)		植物 ショクブツ		-

				ラルストニア・ソラナセアルム・レース３及び次亜種２		Ralstonia solanacearum, race 3 biovar 2		植物 ショクブツ		-

		第六号
遺伝子を改変した生物（意図的な分子操作によって核酸の塩基配列を生成し、又は改変されたものを含む。）であって次のいずれかを有するもの又は遺伝要素（染色体、ゲノム、プラスミド、トランスポゾン、ベクター及び復元可能な核酸断片を含む不活性化された組織体を含む。）であって次のいずれかの塩基配列を有するもの ダイ ロクゴウ		第一号に該当する遺伝子		-		人・動物
植物 ショクブツ		-

				第二号又は前号に該当する遺伝子のうち、人、動物若しくは植物の健康に重大な危害を与えるもの（転写又は翻訳した生産物を通じて危害を与えるものを含む。）又は病原性を付与若しくは増強することができるもの（血清型Ｏ二六、Ｏ四五、Ｏ一〇三、Ｏ一〇四、Ｏ 一一一、Ｏ一二一、Ｏ一四五、Ｏ一五七その他の志賀毒素を産生する血清型をもつ大腸菌の核酸の塩基配列（志賀毒素又はそのサブユニットの遺伝要素を持つものに限る。）を有するもの以外のものを除く。） フヨ		-		人・動物
植物 ショクブツ		-

				第三号又は第四号に該当するもの		-		人・動物		-





原(第1号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アフリカ馬疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アフリカ豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アンデアン･ポテト･ラテント･ウイルス		植物 ショクブツ		-

		アンデスウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		エボラウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		黄熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オムスク出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オロポーチウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ガナリトウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		キャサヌール森林病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		牛疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		クリミア･コンゴ出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		口蹄疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5又はH7のH抗原を有するものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		SARSコロナウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		再構成1918年インフルエンザウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		サビアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		サル痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		小反芻獣疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		シンノンブレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		水胞性口炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		西部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		セントルイス脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ソウルウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ダニ媒介脳炎ウイルス（極東型に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チクングニアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チャパレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		跳躍病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		テュクロウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		痘瘡ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		東部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ドブラバーベルグレドウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ニパウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		日本脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ニューカッスル病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ハンタンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚水胞病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚テシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚ヘルペスウイルス-1		ヒト・動物 ドウブツ		2

		フニンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ブルータングウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ベネズエラウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヘンドラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ポテト･スピンドル･チュバー･ウィロイド		植物 ショクブツ		-

		ポワッサンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		マチュポウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		マールブルグウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		マレー渓谷脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヤギ痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		羊痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ラグナネグラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ラッサウイルス 		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ランピースキン病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リッサウイルス属のウイルス（狂犬病ウイルスを含む。） ゾク キョウケンビョウ フク		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リフトバレー熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ルヨウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ロシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-





作業用(第1号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アフリカ馬疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アフリカ豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		アンデアン･ポテト･ラテント･ウイルス		植物 ショクブツ		-

		アンデスウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		エボラウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		黄熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オムスク出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オロポーチウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ガナリトウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		キャサヌール森林病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		牛疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		クリミア･コンゴ出血熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		口蹄疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5又はH7のH抗原を有するものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		SARSコロナウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		再構成1918年インフルエンザウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		サビアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		サル痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		小反芻獣疫ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		シンノンブレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		水胞性口炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		西部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		セントルイス脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ソウルウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ダニ媒介脳炎ウイルス（極東型に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チクングニアウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		チャパレウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		跳躍病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		テュクロウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		痘瘡ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		東部ウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ドブラバーベルグレドウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ニパウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		日本脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ニューカッスル病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ハンタンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚コレラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		豚水胞病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚テシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		豚ヘルペスウイルス-1		ヒト・動物 ドウブツ		2

		フニンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ブルータングウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ベネズエラウマ脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヘンドラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ポテト･スピンドル･チュバー･ウィロイド		植物 ショクブツ		-

		ポワッサンウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		マチュポウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		4

		マールブルグウイルス属の全てのウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		マレー渓谷脳炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ヤギ痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		羊痘ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ラグナネグラウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ラッサウイルス 		ヒト・動物 ドウブツ		4

		ランピースキン病ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リッサウイルス属のウイルス（狂犬病ウイルスを含む。） ゾク キョウケンビョウ フク		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リフトバレー熱ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ルヨウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ロシオウイルス		ヒト・動物 ドウブツ		-





原(第2号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アルゲンチネンス菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウェルシュ菌（イプシロン毒素産生型のものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウシ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オウム病クラミジア		ヒト・動物 ドウブツ		2

		牛肺疫菌（小コロニー型）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシエラ属バーネッティイ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コレラ菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		志賀赤痢菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		炭疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		チフス菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		腸管出血性大腸菌（血清型O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145およびO157）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		発疹チフスリケッチア		ヒト・動物 ドウブツ		3

		バラチ菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブタ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブチリカム菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ペスト菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ボツリヌス菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		マルタ熱菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		山羊伝染性胸膜肺炎菌F38株		ヒト・動物 ドウブツ		2

		野兎病菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		類鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3





作業用(第2号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		アルゲンチネンス菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウェルシュ菌（イプシロン毒素産生型のものに限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		2

		ウシ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		オウム病クラミジア		ヒト・動物 ドウブツ		2

		牛肺疫菌（小コロニー型）		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシエラ属バーネッティイ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コレラ菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		志賀赤痢菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		炭疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		チフス菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		腸管出血性大腸菌（血清型O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145およびO157）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		発疹チフスリケッチア		ヒト・動物 ドウブツ		3

		バラチ菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブタ流産菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ブチリカム菌（ボツリヌス神経毒素産生株に限る。）		ヒト・動物 ドウブツ		-

		ペスト菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		ボツリヌス菌		ヒト・動物 ドウブツ		2

		マルタ熱菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		山羊伝染性胸膜肺炎菌F38株		ヒト・動物 ドウブツ		2

		野兎病菌		ヒト・動物 ドウブツ		3

		類鼻疽菌		ヒト・動物 ドウブツ		3





原(第5号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		クラビバクター・ミシガネンシス亜種セペドニカス		植物 ショクブツ		-

		コクシジオイデス・イミチス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシジオイデス・ポサダシ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクリオボールス・ミヤベアヌス		植物 ショクブツ		-

		コレトトリクム・カーハワイ		植物 ショクブツ		-

		ザンオモナス・アクソノポディス・パソバー・シトリ		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・アルビリネアンス		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・オリゼ・パソバー・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		シンキトリウム・エンドビオチクム		植物 ショクブツ		-

		スクレロフトラ・ライシアエ・バラエティー・ゼアエ		植物 ショクブツ		-

		セカフォラ・ソラニ		植物 ショクブツ		-

		チレチア・インディカ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・グラミニス種グラミニス・バラエティー・グラミニス シュ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・ストリイフォルミス		植物 ショクブツ		-

		ペロノスクレロスポラ・フィリピネンシス		植物 ショクブツ		-

		マグナポルテ・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		ミクロシクルス・ウレイ		植物 ショクブツ		-

		ラルストニア・ソラナセアルム・レース３及び次亜種２		植物 ショクブツ		-





作業用(第5号)

		名称 メイショウ		感染対象 カンセン タイショウ		研究開発二種省令　クラス ケンキュウ カイハツ ニシュ ショウレイ

		クラビバクター・ミシガネンシス亜種セペドニカス		植物 ショクブツ		-

		コクシジオイデス・イミチス		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクシジオイデス・ポサダシ		ヒト・動物 ドウブツ		3

		コクリオボールス・ミヤベアヌス		植物 ショクブツ		-

		コレトトリクム・カーハワイ		植物 ショクブツ		-

		ザンオモナス・アクソノポディス・パソバー・シトリ		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・アルビリネアンス		植物 ショクブツ		-

		ザントモナス・オリゼ・パソバー・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		シンキトリウム・エンドビオチクム		植物 ショクブツ		-

		スクレロフトラ・ライシアエ・バラエティー・ゼアエ		植物 ショクブツ		-

		セカフォラ・ソラニ		植物 ショクブツ		-

		チレチア・インディカ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・グラミニス種グラミニス・バラエティー・グラミニス シュ		植物 ショクブツ		-

		プクシニア・ストリイフォルミス		植物 ショクブツ		-

		ペロノスクレロスポラ・フィリピネンシス		植物 ショクブツ		-

		マグナポルテ・オリゼ		植物 ショクブツ		-

		ミクロシクルス・ウレイ		植物 ショクブツ		-

		ラルストニア・ソラナセアルム・レース３及び次亜種２		植物 ショクブツ		-
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